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日本の林業家各位へ

私は我持が等しく友好國家の一員として集ふ此の歴史的な

磯會に常り皆嫌の成功を希ふ多くの人盈と共に私の心から

なる祀輻を捧げます。

皆牒の愛する森林が再び蕊へ且其の面目を保ねばならぬ

この時、我舜は共盈に勵み目指して来た目的完逢に熱烈

なる期待をかけるものであります。

絃に更に狼固にされた我鋳の友交に心からなる想ひをこ

めて御挨拶にかへさせて淑きます。

昭和二十六年九月‘

天然査源局農林部喪

陸軍中佐ハロルド・ピイー、ドナルドソン

× × ×

日本の林業家各位へ

講和條約調印に際し、日本の生活溌式の民主化及日本經濟

狼化に對し立派な仕事を爲し遂げられた日本の林業家各位

へ私の心からなる御刷ひを申上げさせて戴きます。日本に

於ける林業家各位は日本が自由國家への仲間入りを許され

た此の成果に對し、皆驍が捧げて來た今日迄の努力を大き

な誇りとして戴きたい｡

再び生氣を取戻した銅永を基として蕊へ行く日本の未來

は共盈に自信を以て期待しませう。

林業に拠る同僚として且つ吾舜の心からなる間柄である

皆溌に最高の敬意を以て鼓に御説癖を申上まず。

昭和二十六年九月

天然資源局農林部林業課長

ローレシス・ジエイ・カミングス
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｢間伐に關する一考察」，

を讃みて感あり

田中波慈女

中村博士の

一一一一

本誌1]4競（26年8月脇)に東大中村博士は該博なる智

識を以て諄みとして、現在一般に唱導され定居る各種間伐

論を賞行する場合､其何れかに片寄って行き過ぎては不可

ない、宜しく中道を歩む可きであると懇切に論され､て居る

が､誠に推服す可きもので、繰り返し熟讃翫味す可き論文

であると思われる。吾盈多少なり共間伐木撰定の苦難を嘗

めたものには礎に感慨深きものがあるので之に追從して一

文を草する次第である。

博士は其胃頭に於て『間伐には特殊の高級技術蓮必要と

すると云ふが、普遍性がなければ技術としての債値がない

鎧林學のむづかしさと云ふものL解らなかった若輩であっ

た篤め、人生のなかばを學生生活で暮らし､,やつと卒業し

て月給を麓ふ様になった今日、果Lてそんな農夫でもやれ

る事しか修得して來脆かつたのかと歯を喰ひ縛る丈けであ

った。曾て學生時代の恩師河合鋪太郎溥土が『林學なんか

世間の人は素人でも解る下らない學問の檬に云ふが、それ

は丁度太平洋の腕中を航海して居る時、船長がブリッジで

居窪りをして居遥のを見て、船客が艦の蓮用なん力弱向を

決めて舵さへ取って居れば水夫でも出来る事じゃないか、

航海術だの運用術だのとむづかしさふな按施なんか論議す

､るりは馬鹿な為しい事だ、と批評するのと同儀で､林學と

云ふものは其奥へ入れば入る程課の解らなくなるものだ』

と云われた事があった。凡骨非力な筆者は其後造林の仕事

に挑わる事四十年近くなった今日でも筒優良にして健全な

林を謎ると云ふのが如何にもむづかしい事であって＄生物

界には人間の能力で識明し得られる科學的癖もの以外に、

敏感な勘を極度に側かせなければ解らない事があって、こ

れを理解した艇れた避林技術者となる事が如何に困難であ

‘るかと云ぷ噸がやっと少し解りかけて來た嫌な次第で未だ

未だ努力精進のし方が足りないと思って居る者である。

元來技術と云ふものは濁り鐙林獅厨許りでなく、凡てが

そふしたものであって、丁度庭球や野球の様に理屈は極め

て簡単な何人にも解りきったものでさへ、やって見ると如

何に練習を重ね經験を菰んでも、これで滿足なりと感ずる

事の出來ないのは、技術ではないが穂坊主が如何に修養し

ても自ら悟道に入れりと自録する事の田来ないのと全く同

標なのである。

若し中村博士の書かれた事が、常識のあるものなら大し

た間蓮なくやれるものだ、と云ふ意味であるとしたら、斯

る思想の下に指導を受ける繼林専攻の學生は如何に失望す

る事であらうか。それが篤めか如何か、局ﾀ賭の知る虚で

はないが林學志望の學生力途中で他へ鱒科号一るものがある

と云ふ話である。之れ吾國林學界の篤め誠に悲む可き現象

である｡般近九大林學部の或る教授は林學の學生に對し､林

業獅肘界は愚にもつかない下らないものである。夫れより

も林業經濟に難念した方がいLと云ふ事を談かれて居ると

云ふ噂を聞いた.斯る傾向は濁り大學許りでなく戦後被占

一一

（中略〕､學生に對し間伐の講議開始前實耆を課し現場で間

伐の要旨を訟明し、直ちに撰木させても驚く様な間伐を蜜

行したクラスはない、即ち間伐を眞に理解して居る技術者

は紗いと云ふが、あの程度の間伐は素人でも賞行出来る嫌

である｡』と説かれて居る。

これば常識のある人間なら素人でも大して間達を起さな

い嫌な普遍催のある間伐方法でなければならないと云ふ意

味であ.らふか。若しそふだとすれば間伐技術は大して研究

しなくっても素人の術識で行へる方法でやればい上のだ、
と云ふ意味にも解される。

斯る意味の議論は濁り博士許りでなく、高級な林學者や

料蒙技術指導者から腿盈聞かされる議論であって、間伐の

'むづかしさを説く者を名人蕊だの御家蕊で濁りよがりの偏

屈者の巖に云われる事を日艤よく耳にするものである。之

の考へ方は濁り間伐技術許bでなく蓋林學一般に亘って技

術の如何なるものかを理解しない他部門の人からよく云わ

れる事で、筆者は曾て若い頃、なかば公開の席上、衆人の

聞いて居る虚で、事務官の上役から、造林學を専攻した溌

な事を云って威張って居るが、造林なんて事は種子を播い

て苗木を作り、鍬で山地に穴を堀って植へればい上ので、

普通の農夫が日総やって居る事じゃないか、それだのに大

學だとか專問學校等を作って下らない事を激へて居る、其

職を卒業して來たからと云って何も特別の樹木が造れる解

ではあるまい。と或は筆者の頭をためす積であったかも知

れないがひどく侮辱された様挺感じた事がある｡､當時未だ

１
Ｊ
■
■
０
■
ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｉ

《
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(筆者・林業經濟"暁所）

、 一〔エ＞－



竺

田中：中村博士の「間伐に開する一考察」を識みて感あり

領下の公務員一般に勘試験制度の篤か如何か知らないが特

に著しく表われて來て、技術に専念するよりも常識的な、

人間の勝手に決めた屍理屈にのぷ興味を持つ験になり、世

の風潮に囚われず悠盈として郷荷に糒進する青年が激減し

て、例へ戦争空白時代があったとは云へ、林業技術の退歩

が著しく表われて来た事は、日本の再興に取って蜜に憂慮

す可き現象である。

現在吾園間伐指導者の殆んど全部は所謂標準地指導者で

あって、理論的には種玲の事を知って居られるかも知れな

いが、自ら汗を絞って峰を越へ、谷を渡って、各種林木毎

に戯-卜町歩、数百町歩の造林地を連日に亘って撰木して廻

,つたと云ふ經験を持った人溌殆んど居ない。僅か一反歩や

二反歩の標準地で、而もその大部分は極めて成績のいL，

撰木に樂な造林地で、標本的に間伐木を撰定し、聴講者に

その眞似が大魁出来れ(瀦鐸足れりとして居る糠である。

血Ⅱ何に一整同齢の人工造林地でも、樹種により夫燕著し

い特性があり、叉同一樹種でも其林業的品種により各な個

性や欲求が蓮ふ。而も林地は其林木の生長量に對し氣候

的､土壊的に方位傾斜の異ふ毎に千鍵箆化の環境を造って

居る、其上性質の著しく連ふ天然生の他樹種迄が混入して

來ると云ふのが吾國人工造林地の一般的状態である。夫れ

等に對し丁度磯に鵬じ鍵に臨んで牛綱や腿を~だ加減して

乘馬を樹ける厳に、夫を適正な判劉を下して林冠の疎開度

を叉間伐の種類を決定して行く事は蜜に容易な仕事ではな

い。一反歩や二反歩の標準地丈けなら、その読明さへ聞け

ば學生でも大した間違った撰木をし厳いかも知れないが、

それだからと云ってその學生を谷の向ひ側の造林地へやり

郷り立､らで撰木さしたら、例へ同一榔種であっても果して

大した間蓮のない撰定が出來るであらふか。まして日本は

隣く清綴演習林の一標準地で恐らくスギであらふが大した

間連のない撰定が假りに出來たからと云って、それが九州

のスギ、木曾のヒノキ、信州のカラマツ、高知や秋田のス

ギ又宥森のヒバ、北海道のエゾや卜寸等旗漉な睡域に對し

ても間伐木を適営に撰走し得る智識がそう容易に與へられ

るものであらふか。まして菱化の多い局部的蕊境に應じて

品種毎の欲求を瀧足さ奄る様な間伐に於てをやである。筆

者の様な鈍骨では同一ケ所の同一樹種でさへも自ら撰定

し、伐倒後の樹冠や生長量の鍵化を2年3年5年10年と連

銭して畑察しなければ果して最初の撰定が適正であったか

否かに自信を持つ事が出來ない。其魔へ持って来て樹種が

蓮ひ、品種が蓮Zj､、潭境力謹ふので紗く共日本画内で各針

葉撤や淡葉樹に對し自信を持って間伐を施行し得ると自惚

オl得る迄には40年近くの歳月を經過した現在でも未だ足

れりとし得ないのである。

又標準地指導者には恐らく了解出來ない事であらふが、

一〔

瞼しい斜面を踏みしめ藪を潜ってズ韻ソを破り乍ら、汗み

づくになって絡日歩みつ瞳ける、而も断へず野帳を間遠ひ

なく記戦し欺ければならない間伐撰定の現業には必然件ふ

肉臘的疲勢は勿論であるが＄優秀な残存木を如何なる欝閉

度に保ち健全且つ優良な幹に最良のコンデイジヨンを保持

させる様にするのには、どの木をどふ云ふ風に間伐し、ど

の木を残す様にする方がいLか、如何かる程度迄林冠を疎

開さしたらいLかと周到な注意を断へず排って行く篤めの

精紳的勢苦に至っては資に筆舌に議せないものがあ患。半

日も仕事すると後頭部に異稼な不快な痛歎が來て長ぃ時間

休養しなければならない。之を連日に亘って繼綴ﾗｰるので

あるから｡其間に適正本数が如何、施業經瞥の目的が如何、

残存木の配霞が如何等と一々考へては撰木する綴では仕事一

にならない｡夫等の事柄は撰定着手前に十髄に浸み込ま’
せ身につけて寵て、現場に臨むで鎧林木と陵刺に取つ組む

時は只天上天T唯我濁尊清淨な氣持ちで、そｵ峰の事稲は

無意識的に自然と動作に表われる嫌に磯め修練して置かな

ければならない。これは丁度全速で走ってる蓮縛手はハン

ドルの取扱ひ、アクセレレータ－､クラッチの入れ方、ブレ

ーキの締め方等が日頃の修練に依って無意識的に働き、自

分は只安全に車を定らぜる事に丈け注意して居るのと同穰

で、その様な状態の時に外の事を老へると事故を起す原因

となると同溌であって、間伐技術者は林木の習性を識め極

めてよく了解して置かなければ現業の仕燕にはならない。

まして絵り“の違わない適正本数を成る可く等距離に残
して、丁度吉野の山番連中がやって居る嫌に伐採後素人の

林主が見る目に、公園の様に樹幹の配寵が整然として美し

く見せ糠等と云ふ不純な氣持があれば、撰定中必ず良木を

繍繊沈麗擢撫蕊溌溌欝浄
これ林木は群落生活を好むと云ふ縛性を持つものだと云ふ

事を老へれば直ちに了解出来る事であるが、人間の浅間し

さで素人に間伐が上手だと賞められたいと云ふ誘惑は撰定

者に常につき経ふものである。世間の指導者階級中には間

伐の事がよく解って居ないものや、間伐事業資行の禮驍を

持って居ない標準地指導者が責に多いので、斯ろ現業員の

苦悶は恐‘らく解るまい。之は丁度野球のチP-ムが自ら選手

として百戦苦闘した艘験のない、口先き丈けのコーチヤー

を持つのと同牒である。如何に僅秀な素質を持つ選手が居

てもこれでは吾國の間伐技術は倒底優勝旗を雄得する迄に

發達する事は出来ないであらう。

錐者は林業的素義を育んで呉れた東大の清澄演習林を林

業の聖地エルサレムと心得て居る者で、卒業以來今日迄20

数回も参拝して居る。大正10年頃敬愛す可き先輩､高島短

孝助教授が同林の林長時代であったが､氏の御希望により

2〕－
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田中；中村博士の「間伐に脇する一考察」を讃みて感あり
一－

、

スギ林の一部にB甑間伐を施行し、同演寶林の職員諸氏か
彼

ら共感を得た事があった（註、其頃はまだ現在主張してる

檬な復厨林に導く事や、擶種の観念を間伐に腫用する事を

知らなかった〕･而し或る事備の篤め職員連中は其後も間伐．

らしい間伐が行へなかった嫌である。現在となっては其事

件を知って居る者は恐らく當時の久保巡覗隊のものであら

う)｡該斌習林は代盈吾國最商の林學者力轤習林長として責

任ある指揮を執って居られる虚で、東大演奮林の名に於て

天下の模範林である可き筈であるのに、維始間伐らしい間

伐が行わｵ1ず、鐙林木は繊弱な生長をして居り、其外外國

樹種見本林は漸次姑損し、時盈襲来する暴風に林相は破壊

され、林道は崩れ、殊に本春闘東地方を襲った大雪で、附

近農民の所有する造林と同牒或はそれ以上に、見る影もな
ｰ

く雪害を受けて惨鰭たる光最を呈して絡つた。エルサレム

遂に破壊されたり、と三嘆之を久しくしたのである。該地

勤務の職員中には時として相営の間伐技術を心得た人も見

受けられ、管理も周到に行き届いて居るあの演習林である

から、抱謹樹幣の踏成や適正な間伐が早くから繰り返され

て狼健蹴る鐙林地が出來て居って然る可きで、其の｣』での

あの惨害なら、これ天災不可抗なりとおきらめもするが、

熱め其讃祇がしてなかったのであるから、蔑全を議し得る

時間と設備があったのに之れをやらずに居って親爺に死な

れた溌な氣持がして如何にも思い切れない憾がある。博士

は昭和の初め頃秋田のスギ天然生林に頑固偏狭な毎木樺伐

作業が行われたのを見て､公噴を漏らされた位であるから、

清澄演習林のこの惨状を見られては、さぞ創日森の日蓮上

人と共に憂慮されて居られる事と想象するに難くない。

シユワルツワルドの糠な平坦地で何虚もかしこも同じ様

鐙鴛蟻鰯ﾏ撰鷺綴懲礁
斜が多く峰と谷では一寸離れても甚しく生長量も蕊境も蓮

ふ°而も同一樹種でいろいろの癖を持つ品種を混へて居る

虚では、博士の推奨される本数間伐等と云ふ事は＄少しで

も事業蛮行の經験を持ったものから云へぼ雪かれた餅であ

り痴人の夢である。･博士の云われる様に吾國の收謹表には

信頼できるもの力輔であるのもそれ力籍である。

又博士ほ樹型級別に餘b拘泥してばならないと云われて

堂鶏燕篭墨議麗鏡驚書議蓋
ある。而し初學者には-恋の型を教へなければ､樹型に開
する説明の仕嬢がない。難に博士は筆者が重要林木の品種

に關する規準型を別けた事に對し『複雑怪奇である林木の

品種問題を明快に解決してあって理解に便であるが、自然

界の複雑な閥來事を白でなければ黒であると断定ずる事が

許されるであらふか云為』と批評されて居るが、これ等樹

型級別も品種も元より原型とも穂す可きもので其中間で何

れに脇す可きや到籔に迷ふもの上多數出て来るのは、相手

が生物である以上當然の話である。それだからと云って初

學者は其原型をはっきり頭の中へ入れて砥いて、溌際には

其原型の丙の何れの型の性質が最も多く表われて居るかを

主柵的に自分で決めて虚理して行かなければ取り縄めがつ

かホくなる｡之に拘泥してばよくないが､之を知って寵か
なければ手も足も脳まい｡世間には現行吾國の斡級別は複
雑すぎるからもつと簡軍な疑え易いものにして呉れと云ふ

人もあるが、自然界は見れば見る程複雑なものである。現

在よりもつと複雑に別ける必要こそあれ､素人にも解る様

に頭の悪い人間でも暗記出來る様に簡箪にする事は、自ら

林業技術をさげすみ､、これを勉瀧じないで百姓林業に瞳す

る事を望む人等の話である。（註､博士の云われる樹型級と

は所謂幹級別と同意義と解する)。

次に博士は伐期齢と生産の目標をきめて適正本数を想定

しながら間伐儀式を撰べと云ぷ溌な意味の燕を云われて居

るが、大磯人間の嚴な微力な動物が大自然のはく簿くむ林木

迩斯る想定のもとに恩ふ嫌に左右出來るものであらうか。

猫り間伐事業許りでなく造林事業全臘に豆り只ひたすら犬

自然の命ずる塵に從って只これ健全、明朗、優良な森林が

出來る様最善の努力をする事が技術者の重要な任務で、之

さへ出來れぱ満足しなければならない｡斯る立派な森林さ

へ出來れぼ其結果としてば期せずして多くの收盆が翠る

ので､その木末を顛倒して､間伐でも澤伐でも最初から森

林を人間の思ふ穰に引きずって行かうと考へる事は人間の

思ひ上った自惚れに過ぎない。吾國には動物と云わず植物

と云わず、騒洲のそれに比し立派なものが出來な北､のは國

民が兎角目前の利に走って許り居って大自然の行ふ仕事に

對し猪口才な邪魔をする丈けで長い年月に渡って頑張ら､な

いからである。吾盈は科學的に研究された蕊柄を．よく知っ

て仕事に之を應用する事は勿論重要ではあるが、一方大自

然に對し之に順應して之に教わりつ上恭謙な氣持で心棒眼

くあきずに仕事に從事す可きである、斯くてこそ自然は人

間の欲望をよりよく瀧足させて呉れるのであり、そこに最

も收盆の多い果震が結ばれるのである事は、造林費の補助

許り篭てにして林業をやって居る蓮中には立派な森林が仕

立てられ鞍lj､のに、維新前の人等の謙に信仰で仕立てた森

林が、此頃の儀な科學に中毒した人間の仕立てた森林より

立派なものがあると云ふ率を見れば､吾冷造林技術者の

心の澄き虚が解る筈であって、大に反省しなければならな

い頚であると思ふ。結局間伐は健全、優良な森林を仕立て

る戦の率を只一つの目的として行ふ可きもので、其虚に何

等欲心があってはならない。いくら收徐を云群1-ﾉ､ても造林

地そのものが繊弱で雲や風に折られたのでは泡沫に等しい

鯵---（3）一
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中村博士の「間伐に開する一考察」を讃承て感あり

のである。

叉博士は狸級の大きなものを早く作る様に間伐を篇す可

きであると云われて居るが、其經級と云われるのば恐らく

中央直偲であって胸高直浬の話ではあるまいと思ふ。

胸高直僅を太くする爲めなら樹種にも依るが､林冠を硬

く疎開さして枝張りを狸くずれば胸高直極は太くなり梢殺

で、製材歩止pの紗い、節の多い林木が出来る事は、あの

ヒノキC種間伐誼織地等がよく之を示して居る。之れでは

健全でばあらうが優良な林木とは云へまい。筆者の考では

完滿ではある力雲にも風にも抵抗力の弧い、節の少ない、

背板となる部分力瀞くって製材歩止りが多い林木､而も樹

種に依っては根肥り病､漏脂病､心腐れ病等に硬く､材質の

優良な品種のものを出来る丈け多く残す様にするのが間伐

看あり、叉其虚に間伐技術のむづかしさがある。結局間伐

が完歪に出來る様になる篤め脛は、鐙林學上の各種の瀧嘩

的智識をよく呑象込むだ上、更に訓練と經験とによる生物

の欲求をよく考察し得る勘と其上腿力とがなければ不可能
なので曾て、東北大學の金属工業繊威者本多博士が、あら

ゆる科學的智識を應用して研究したけれ共、經験による勘

と人絡で鍛錬した正宗の名刀は途に鎧り上げる事が出来な

かった｡刀は只切れる許りが名刀噂はない｡間伐技術も同
穰で只幹級別に依って伐る許りが鯛『ではない､林木を最
良のコンディションに導く篤めの操作である。吾人の獅随

が其域に到達する篤いには長い苦しい鍛練蓬經なければな

らない。礎､面のラケットで球を打ち返す様な事は一寸老

へると誰にでも出来る穰な庭球でさへ人前でやれる様挺な

るのは相営の練習期間力秘要である。間伐も練習をしなけ

れIｵ素人の老へる嫌に容易にやれるものではなくって、自

然からｽﾄﾚーﾄで敗退させ芋る°之を輕侮して蒜い人
等の技術に締進する氣持を中折せしむる溌な事があっては

ならないと思ふ。筒造林獅阿の内には、斯る苦難を經た間

伐披賑修得者の承がよく爲し得る澤伐作業がある。然るに

之の爆伐作業を間伐もろくに出來ない、未熟者にやらせた

ので擦伐作業は鵜の眞似した烏の嫌に全然失敗して居る。

筆者は現在の虚カラマツにC種、アカマツ壯齢期以降の

林分に對してはB種、スギ、ヒノキに對のては品種を考慮

し叉4，5級木を残す間伐、卜雫に對しては未だ品種の素

性が解らないので矢張り4，5級木を伐らない上層間伐を

施行する。ヒバに對しては未だ如何な伐り方をしてい上か

自信がない。カラマツ、アカマツを除いては鰡來ろ丈け迩

繊府林に導く事を理想とし、之を原則として愛行に富って

ば之を適営に應用して行く可きだと思って居る。而し迩鐡

厨林は理想型であって之を蜜現する事は出來ないが､天然

生林の生長が200年の老齢となっても人工林のそれの嫌に

低下しないのは、彼等が生涯蓮綴暦林に江L,型の林分に生

－〔4

青して居るからであると恩ふので､一獅同齢の人工造料地
でも出来る丈け之の理想に近づける可きで、其繰作は間伐

に依る外はないと思って居る。近頃は群落間伐と云ふ事が

--.部に提榊されて居るがhあれは天城の樹職スギあたり．が

らピン1､を得たものかも知れないが、名稲こそ間伐と云ふ

文字が使ってあるけれ共，從來から云われてる間伐の意味

とは逢って居る嫌で、マチスかピカソの鋪の嫌なものであ

る。

次に博士は20～30年前頃は湿度の間伐が蜜行され、之

が出来ないものは技術者の蚕絡がないと迄云われた事があ

るが、湿度の間伐が必ずしも識期の成綴を收めなかった云

云と醤かれて居る。其頃専ら國有林の間伐に従事し､･'世の

蕊麓鶏鰯難難裟學獣繍。
を撰定して印着けした跡や伐倒直後の林冠の疎開度を見た

上役の殆んど99％迄は錯毘を起して、之は温過ぎる凱暴一

だと云われ､或る小心な課長等は錐者のやった跡を見て青

筋を立てL怒った。而し之等は何れも其晩吾々、間伐事業

喪行者仲間が晩飯を食ふ時御陣方の素人と云って冷笑の中

心となって維ふのを常としたのである。眼過ぎると云ふの

は一臘何を漂準にして云ふのかと尋ねえ見た．くなる、別段

標準はなくって結局素人の感じて云ふのに過ぎない。其頃

各地で随分犬面積の間伐木撰走をやり間伐を蜜行したが、

筆者の撰定した跡地が最近迄所謂過強な間伐の爲め被害を

受けたり、生長を休止した林分は一ケ所もないと云ぶ事を

裁ではっきり云ひ切る事が出來る。一例を學げれぱ大正13

年頃妙義ぃ國有林で筆者の撰定したｽギ林の如きは伐倒後

難駕篭蜜慧鱸鴛職禦鴛
今考へるとそれはC種間伐で本数歩合60％材蔵45％(鐸
だったと恩ふ)其直後故白澤博士は之を見て唖然とされて

維って、君これで何年經つたら欝閉を快復すると思ふか、

と云われた丈けで馬鹿は死ななきやなをらないと思ふた溌

な顔をされたのであったが､20數年經過した最近の現状を

見るに､其虚に何等の被害も起らず、周函の林木に比し湿

健優良な幹を持って大抵の暴風雨なら敏て恐るLに足りな

い林相を出現して居るので大に自信を得な次第である向樹

種は遮ふが大正8年の夏麓間山麓カラマツ間伐B.C種試

験地を覗察された北大の一教授は引卒した學生に對し、諸

君この試験地は間伐ではなくって外の目的の篇めに伐った

ものであるらしい。諸氏は今後卒業して痩地に仕事をする

場合決してこの嫌な蹴暴な事をやっては不可ない。欧洲何

れの地方でも、こんな暴伐をやって居る虚はないと説明さ

れたので、其時案内した筆者は如何に素人でも妙な事を教

へるものだと異様の感に打たれたのであった。庭が其後瑞
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西へ行ってピオレーやクヌッフエル氏等の施業したトウヒ

林を見ると、あの試験地のB種位の疎開がしてあって之が
間伐だと説明されたので、あの教授は一縫欧洲の何虚を見

て來たのか、御嫁さんを貰ひに洋行したのかなと疑った次

第である。漢間山麗では大正“5年頃カラマツ林に津孔

虫の大被害が起って、カラマツ造林地全滅の蕊ありと迄騒
がれたが、其被害激甚地の眞只中にあった該試騨也の象は

1本の被害木をも出して居ないのを見ると、あの溌存木が

如何に眼健であるｶｮに聴いたのである。尤も3～4年前キ

テイ麗風が通過して試験地内の4～5本に風倒木を作って

行ったが、之は不可抗方とあきらめる可きで、遜狼な間伐
だと素人に騒がれた間伐の篤でない事は附迩一帯を観察す
型,ば直ちにうなづける。

・元來間伐の弧さと云ふものは本数や材積の百分率や樹幹

の距離丈け見て云々 す可きものではない。宜しく樹冠の疎

開度と樹種の性便とを相關させて論ず可きものである。小

狸級木をも併せて間伐すれば百分率は多くても疎開度は弱

い。素人がよく行ふA種間伐の如きは本数材積歩合は或る

数字を示すが疎開度は零で何等間伐の役に立たない。只造

ホ趣を掃除して居るのに過ぎない、之に反しその多くは上

層木である虚の大煙級木の誤間伐すれば本数材積の歩合は

少くても欝閉疎開度は相當に狸くなるものである。こふ云

った關係を無覗して20～30年前は渥度の間伐が行われた

と云ぷ素人の盲評を博士力娠り上げられたのは篭を得ない

と思ふ。近頃は國有林の間伐歩合が妙くなったと云われる

が、清澄演習林位の面横を只1人の捲當厘員が受持って居

る國有林では間伐繰り返し年数を10年以下に縮める頚は

不可能である。1回の間伐本数材稜歩合は利用上の關係も

ゑるので､間伐の菰類にも依るが往時位の歩合に高めなけ
“ぼ全林力戦弱となって清澄演習林の轍を踏まないとも限
らない､寒心-#河き現象である｡國有林の謹誉案が若し低
い百分率を指定して居るとすれば愈編成員の間伐に開する

智識がない爲めか、間伐を眞に理解してる技術者を峡く爲

であらう。而し若し品種を考慮し、悪品種の上層木丈けを

除く主旨で間伐歩合力抵く指定されて居るのであれば望外

の幸ひと喜ばなければならない。

上層木笹養伎の受光量に無關係な､利用償値の妙い下層

木しか間伐出來ない様な人間は技術者の識格がないと敢て

云ふたのである。斯る下層水ほ間伐しても何零残存木に好

影響をもたらすものではない。否勿ろ林内室氣暦の流動を

阻止して､林地水分の蒸散を妙くf且つ上層木に適鴬の側
睡を輿へると云ふ林分識成上重要な役目を爲すもので、林

衣の作用をあまねく林丙でやらせるのに必要なもめである

から、林衣を伐っては不可ないと云ふのと同様､否其林衣
も

よりも更に頑要な下層木は筒更ら残存す可きである｡之を

經費を投じて間伐する事は素人目には跡地が美しく見へる

が、之れは時間と金をかけて森林の爲めによくない事をす

る悪徳行爲である。カラマツ、アカマツの如き陽樹でさへ

も、斯る-ド暦木は其雛にして澄く可きである。大正5年溌

間山麓のカラマツ林に對し、簸初の間伐事業を企謎し之を

没行した筆者は其頃からかムる意見を持ち之を蜜行したの
であるが、鴬時之に對し斯くては虫害を誘發ﾂー る恐れがあ

ると、時の指導者力?ら反對されたのである。而し翼後約10
箇年經過して大正14~5年頃から昭和2～3年頃迄該地方

に起った虫害は忽ち強健な残存木を造り得ない嫌な、素人
丈けが感心する嫌な過弱な間伐し力施行されなかったから

起ったのである事は彼の試蕊也がよく之れを立證L，筆者
を辮謹して呉れたのである。自然は常に正しい事を教へて
呉れるものと痛感して居る次第である。

吾等は須からく大自然に激わる事に目を慶くみはらなけ

ればならない。人間が老へる事には誤りがたいとは云へな

い。科學萬能G芝に中毒して居って、自然の現象を観察し

之に教わる事に盲目であり鈍感であっては吾等の技術は退
歩する許りである。

吾國には屋久杉の嫌に、米のセクォイャー、南半球のユ
ーカリと共に世界三大長命樹の一つがある、スギ、ヒノキ

の様な用材．としては其材質世界に誇る可き優秀なものがあ

る”山形縣金山や甲州身延山のスギ林は人工篭林地とL.rg

世界第一の蓄積を持って居る。降水瞳と云ひ空中潔氣と云

ひ、自然の恩恵深き事他國に1噸を見ない程恵まれた國柄

であり乍ら､現今森林が漸次荒磯して行くのは何故であら

うか？國民が口先の議論萬能で、科學に中毒して居って、

日本人の最も得意とﾂー る勘の鋤を蔑覗して、勘を發達させ

る嫌な按砺の訓練を忘れ､撫|『を練磨し精進する事が輕覗

され勝な事と、叉一面目前の利にのゑ走る猪口才林業家の

如何に多いかと云ふ事とを如査に物語るものである。筆者

は眞に指戦信力のある識者の出現と技術者の自覺を綻叫す

るものである。（26.9.15.稲）

ー 一一~L＝ダユロー昏一
一 一一一国

經本賓源調査會報告 I

｜日本の森林資源問題
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伊勢紳宮林内の樹下植栽による

「御造誉用材備林｣造成事業

■■■■■■
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緒言

伊勢紳宮林は内宮の境内林であって宇治以南の五十卸ll
流域全部と其の隣接地から成り、面積5,500町歩の森林で
ある。史賓によれば伊勢刺宮の最大宗教行事として20年
目毎に繰り返される式年遷宮に於て、耐1蕊を窪し奉る新殿
舎の遥誉に必要なヒノキは､持続天皇の第一回式年遷宮以
來、奈良、平安雨朝を經て鎌倉時代の中頃までは、醤時祁
路山と總穆する現在の祁宮林から伐出して居たのである
が、適材鉄乏のため鈴鹿山、大杉谷に之を求め、更に徳川
以降朧專ら木曾山から供給されて今日に至ってゐる。尚時
局のため延期中の第59回式年塞宮ほ昭和28年と決定し遥
醤工事が着燕進められてゐる。是の如く祁宮に由緒深い御

(築者・榊宮司噸林務課長〕

岩 田利治
一

一

宮林を往時の御杣山に復鰯しようとする國是により、大正

11年世傳御料地を解除して伊勢脚宮の直轄となし、宗教活

動爬則する施業案を編成し、昭和元年以降50ヶ年に御遥

管用制備林3,000町歩の遥成力轤定された。爾來ヒノキの

植林に努迩既に1,200町歩の箙栽を篤L間伐の年額材額I私曇罵
数千石に達するまでになってゐる。然してヒノキ林迩成に

際しては榊宮の宗教活動の一要素をなす五十鈴川の水源酒

義並に風致維持増進のため、天然林の伐採跡地に直径1寸

以上の立木を坪當り1本存磁し、其の間にヒノキを植栽す

る所謂樹下値栽を行ふのであるが、祁宮林程徹底的に且つ

大面穣に之を賞行する例は我國林業中唯一のものであろ

う。然も200年後には直僅2尺の立木を期待し､20,年目毎

に全林に亘り12萬石の伐出を蜜施せんとするもので､正に

國喪的の’倒直を有するに至るものと思ふ。以下章を追って

過去25年歯る樹下植栽に就き其の概要を述ぺ多少の批
到を加へることにう-る。我國鐙休事業に卿かでも寄與し得

れば幸である。

第一簑祁宮林の施業案要綱

脚宮林を宗教活動の目的に添ふ認側何に經螢すべきかを

決定するに富り､大正'1年跡地保護調査委員曾が設置蚤
れ、本多靜六博士他數氏が委員となり審議の結果次の通‐

榊宮林經誉の根本方針を確立したのである。

1．宮域を祁域、宮域林に大別し宮域林を第一及第二宮

域休とす。

2．紳域感、丙宮殿割付近約100町歩）丙の森林ほ専

ら赫宮の森嚴を保つを以て目的とし、撫育上必要なる

場合の外絶對に生木の伐採を行わざるものとす。

3．第一宮域林はmil域の周函並に宇治橋附近､宮川以東
の鐡道沿線より望見せらるべき個所にして宮域の風致
を墹進するを以て目的とし、風致の改良及撫育に必要

なる場合の外は生木の伐採をなすことを得ざるものと

す。

4．第二宮域林は第一宮域林以外の麗域にして五十鈴川

ガ蛎滴養並に宮域の風致増進を以て目的とし、桧を主

とする針澗混謝氷を仕立つるものとす。

5，立木桃下腿域内に於ける林相改良期間内の柳下にば

一（6）一

1
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岩田：伊勢祁宮林丙の樹下植栽による「御避誉用材卿刺造成噸業

等の風致樹を第一とし此等の樹種を以て不足する場合はカ

シ其の他本森林を郷土とする鹿葉樹喬木中より通宜選操す

ることになってゐる。存髄木の表示法は戦前まだは毎木ペ

ンキを以て胸高周函に幅5分の印を付け、戦後は色盈の事

情にて止むを得ず標準地の在置木に倣って任意選定せしめ

た。然し灘木材の騰災等の翻康件に煩いきれて、辮鵬一

ろ立木が存寵されなかったので、最近は當方の方針に從ひ

存置木を選定し其の樹種別直狸別本数を各盈届けLめ、熾

地瞼査の上許可することにしてゐる。此の方法は溌掛よる

しきを得れば差したる手数もなく戦前と同様の效果を翠げ

ることが出来る。要するに昭和’0年頃までは五十鋼llの

水源滴誰並に風致の維持増進を極端にまで重覗し、大中征

木を存麗木としたのでヒノキの生長を阻害し現在も筒其の
●

除去に苦心してゐる林班も若干ある。溌近は過去の鐵績に

徴し直經3寸程度の立木を2乃至3坪に1本の割合で存橿

せしめる方が却って良結果を得る如く認められるので、存

置木選定法に若干の改良が加へられるに至ったのである。

（2）樹下植栽地内存羅木調査成績

（イ）林班32〔戦前の存遥木の例》

調査地は昭和16年3月ビノキ植栽地内植栽疎密試験地、

面積は1反歩、存慨木は未だ-回も伐採してゐない。現存

宮域の風致を増進すべき樹種を選定し胸高直径1寸以

上のもの凡そ1坪1本の割合を以て存置し、伐採鯲也

に桧其他の樹種を植栽すること。

以上の經誉方針に從ひ東京大學の右田半四郎教授指導の

下腫吉田正男助教授（現農學部長）が主査となって施業案

を編成したつ此の施業案中御造誉用材備林造成に就いては

其の面積を3,000町歩とし昭和元年以降毎年60町歩宛植

栽を行ひ50ヶ年を以て之を完了する。尚200年後に於て

は、1町歩當り蓄積を2,500石とし此のどI昌数の1,250石を

ヒノキとなすときは備林のヒノキ總蓄稜は375蔑石の巨額

に達し、1回の樹瞳菅用遥材約35,000石（立木として約

]2萬石)を永久に供紛し得るものと溌想したのである。

己

。－J

第二章樹下植栽の實行

第一節存置木

（1）立木梯下地に於ける存置木の選定

ヒノキ林に改良すべき天然林はアカマツ、シヒ、カシ等

より成る針廣混請林で之を数百年来紳宮と關孫の深い地元

の山稼人組合へ特費してゐる。施業案に定める存置木の種

類は當該林分を溝成する樹種の如何により一概に定め難い

が、ヒノキ、スギ、モミ、クス、ケヤキ、サクラ、カヘデ

面積は1反歩、存腫木は未だ-回も伐採してゐない。

の樹種別直径別本数は次の通りである。

|意壼-違竺’ ’2,-2*'‘-鋤"-”8－1214－18
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上記成綴によれば施業案指定の通り1坪営り1本の存置

木があり、サクラ、ツバキ、カシ類の多いこと等戦前の一

般存置木状況を知ることが出來る。植栽後1回も除伐を行

士鯛:いので存置木は完全に瀞閉してゐる。ヒノキの樹高は

zI菖均150糎で早急に枯れそうもなく僅かながら生長を綾げ
てゐる。本調錘也と同時に植栽した隣接地のヒノキは存置

木が1回伐採されてゐるので、樹高3乃至4米に達し、存

置木の陽光調節がヒノキの生長に及ぼす影響を如渡に示し

でゐる。

〔ロ、林班53（戦後の存置木の例）

本林班は本春ヒノキを植栽した睡域で存翻木を2乃至3
坪に，本の割合で存置したものである。面識1反歩の標準

地に就き存置木の樹種別直狸別本数を示せば次の通りであ

る。

ー

ダ

-’ 一

上記成績によれば2坪営り1本の存置木がある。調査地發生をおさえ他面植栽木の生長を最良に導くのが施業の要

蕊鰯冒鶏辮磯繍霊欝鵜￥である。
第二筋ヒノキの植栽

‘に配列すべきであるが天然木は極めて不規則に生立して居

るので存置木の配置も亦非直線的になるのは止むを得ない（1）山行苗の育成

（3）存霞木の生長、前述の通り施業案の造林計謹の骨子は昭和元年以降50ケ

伐採跡地の存麗木の枝條は極めて少なく、ヒヨロヒヨロ 年を以て樹下植栽によりヒノキ林3,000町歩を鐙成し､200

として立ち、中には著しく職曲したり叉不定芽方辮の中途年後には御篭誉用材を自給せんとするものである。所要苗、

から生じて樹形は甚だ無恰好となるものである。然し枝條木は自給自足の方針の下に、丙外宮祁域及び卿宮林の優良・

不定芽は漸次伸長し又伐根萠芽の繁茂等に件ひヒノキの藍天然母樹より採種して育苗し、3年生苗を以て山出してゐ
醗

光鼠は漸減し其の生長に影響を及ぼすので之が枝條叉侭幹る。毎年の新値面積は60町歩を基準とし筒補植用苗木を

を伐採して受光量を湖節しなければ左らぬ。ヒノキの幼齢含めて山行苗年産20蔑本を目標としてゐる。

期の最適受光量は70%程度とされてゐるが、3坪に1"(2)醗往植栽面積
至2本の存置木の場合は大魁此の程度の欝閉と思われる。施業案に基き昭和元年先づ61町歩を植栽して遥成計識

樹下植栽地に於ては存騒木の陽光調節により雑草､荊鰊のの第一歩を踏み出し昭和19隼までは毎年確蛮に60町歩内

－て8〕－

●
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岩田：伊勢称営林丙の樹下植栽による「御遥善用材備林」遥成事業

外を植栽しだ。時局による勢務不足のため播種事業を中止

’したので昭和23年には植栽皆無の哀れな事情に立ち至っ

たが醗に前年秋期ヒノキ種子を採取し育苗のところ本春よ

り再び値栽を行ふことが出來五醗住値栽地面積は19200町

歩餘になった｡明年よりは新値面穣も奮に復し､今後総別
の事態が起らない限り諜毒切日までに趣ﾎ計謹を読鍾する

ことは確疫である。

（3）縦職本蝿度

1町歩鐵り3,000本値を燐行してゐる。皆伐蹴也の雁職

には4,000乃至4,500本値が邇徽とされて居るが､樹下植

栽に於ては閏E住植栽地の状況より見て2,700乃至3,000本

植で塞支へ無いと思われる。

（4）補植一

昭和10年頃までは新値の翌年1乃至2割､更に其の翌

年1割以丙の補植を行ってゐる。元來樹下植栽の一利黙と

して土壌水分､空中漏度が裸地に比較して良好なため枯損
が少なく、從って補植は僅少に止まるべき筈なるが如上の

職は甚だ不合理である。案ずるに伽林造成の重大使命に鑑

み、］本でも多く植栽木の生長を希ふの鈴り、議定簿通り

の苗木を補植したものと推察されるのである。

第三節植栽地の手入、撫育

α〕下刈
●

新植後大磯5回下刈をしてゐる。經喪に就いては樹下植

栽地は皆伐跡地よりも淵蝉、荊鰊、蕊草類の生長が阻止さ

れるので比較的安償である筈である。昭和元年以降10ヶ年

の1町歩営下刈費は次の通りである。
円 円

昭和元年15.12昭和6年13．65

－・218．65711．84
318．00810．69

417．05910｡42

516．241010.83

（2）除伐（存置木の伐採）

植栽鴬年度より5年目までは毎年、更に2乃至3年置き

に各1回宛存置木の枝下ろしや伐採を行ふ。10年目頃の除

伐が終れば普通の林地ではヒノキの枝條力覗隠れ造林地と

しての外獺が整ってくる。其の後は存置木の成長に懸じ適

宜伐採を行ひ、植栽後20年目丙外で存置木は殆んど伐り

識される。かかる除伐作業は祁宮林濁得のもので鴬時如何

にヒノキの撫育に努力したかが判る。然し上記の作業基準

は戦前までは嚴守されて蚊果を收めたのであるが、戦時戦

．後は勢力不足の.ため充分な施業が出来ず、存置木に被塵さ

れてゐる植緊競助河成り多い。筒最近の存置木は戦前の半

分以下に減少し･ざゐるので下刈絡了までは除伐の必要力無

いものと思われる。以下存置木伐採の鐵例を述べる。

一〒（

〔’ｲ）林班“ハ〔存置木の最も多い例〕

昭和2年の＃蝿i地,面額14町歩餘､下刈は昭和6年ま

で迩績5回、蔓切は8及び9年、除伐は新植翌年より迩縦

4回、8年’0年に各1回宛行ってゐる。本湿域は存澄木

としてモミが頗る多く地簿へには弧度の枝打證行った。然

し中途’回も伐採しなかったので20餘年後の今日では著

しく枝條が繁茂しヒノキの枯損木を生ずるに至った。昭和

24年来直径尺以上のもの649本、3,875石を伐採した力端

直裡尺以下のモミ及びアカマツ、其他多数の贋葉樹が上木

と厳って混蒲し、中には用材として利用し得る旗葉棚もあ

って、針廣混溺林の造成を考慮すべき林相を呈する。

〈戸〕林班27二〔存髄木伐採維了の例）

昭和9年の植栽地､面俄13町歩、存置木は植栽翌年よ

り5回伐採されたが戦時戦後の勢力不足のため植栽木は凡

そ其の竿が被睡の状態であった。昭和25年シヒ、力"其

の他936石を伐採した綺果、風致木としてのサクラ、クス

等を若干混渚する優良糊*地とたった。

〔ﾊ〕林班33イ（存置木を1回も伐採しない例）
昭和’8年の臘難胆、面穣4町歩､螢務不足のため存置

木を’回も伐採してゐないので外観は立派な徹絲籏葉樹林

である。ヒノキの平均樹高は'50糎で存置木の一部を早急

に除去すべき状態である。

除伐の經費は下刈費の6乃至8割であるが伐採木の爽柳

代を差し引けば支出經掻は僅少であり時には若干の利益が

あった。昭和16年よりは官行製炭を開始して其の識材.に
G

充て残総のものは立木虚分を以て伐採して居る。

（3）間伐

現在間伐實行中のものは昭和7年以前の植栽地である。
9

間伐繰返期間は5乃至7年で其の程度は寺崎博士の方式に
從へぱA乃至B種である。尚當備林はzF均直樫2尺の鐸伐
林に誘導せられ20年目毎に12萬石の立木を伐採すべき
使命を有するので將來樹齢林の取扱ひに就ては恨顛な考究
を要する。

〈4〕枝打・

ヒノキの枝打は長幹無節の良材を生産する上に必要な作

業であることば言ふまでもないが特に當備林の如く無節の
長大材を生産するには一定の高さまでの枝打が自然決定さ

れる。’回の御篭管用丸太の総本数朧n,705本、直鯉は

22乃至122糎、長さは2乃至13米である。長さ6米以下

の丸太は總本数の88％、7米以下は9I％､8米以下は97
％であるので’0米の枝下高を基準として枝打を行ってゐ

る。間伐とも闘聯して御閥材候補木に印付けをなし､それ
を中心に間伐,枝打を行ふことに諜定して居る。

第三章ヒノキの生長歌況

9〕－

両

仁
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岩田：伊勢燕営林丙の樹F植栽による「御篭誉用材備林」鑑成事業

祁宮林の地質は古生層に闘しｵ伊ド部は輝岩、蛇紋岩で地

味は極あて不良であるが、南牛部は粘板岩､砂岩硬砂岩、

准岩等が相交り筒石灰岩ｶﾐ職在して地蝋誰並叉は並以上と

認められ尚高寒風衝地、灘地等は皆無である。

さて存置木の欝閉調節を適鴬に行へぱ樹下植栽は理想的

な造林法であるが、大面積に亘b事業として燭玉する場合

は蔑爵理論通りに進捗しない。既往1,200町歩の植栽地を

通麓するにヒノキの生長状況は次の嫌に分けられる。

（1）存置木の伐採洲順調に行われ良柵目を呈するも
の。此等は昭和11年以前の植栽地に多い。

（2）ヒノキの欝閉後､存霞木の伐採が遅れ勝ちとなり、

、ヒノキの樹冠が腰せられ存種木の早期伐採を行ふくき

もの。此等はIW1110年頃から戦前までの植栽地に多

くy其の外観はヒノキの樹冠力琳分的に旗葉樹を冠の

間に現れて居る林相である。

（3）植栽後存置木の伐採を1回も行わないもの。止辮

は戦時中の植栽地に見らｵ砂蝿は全盈魔葉樹林で其の

樹冠下には樹高1乃至2米のヒノキが氣息奄姓として

ゐる。

常附縦丙ヒノキ捕栽地の蓄積は約］5蔑石と推定され目

下疫地調査中なるも、代表林分につき標準地調査による1

町歩鴬の成績を示せば次の通りである。

林班|林齢|直径
本cIn

25．’176－12
27=|'8'4-,4
52ィ 204一理

52ィ’ 214－20

1;:＃琴I織

平均樹高

エ、
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7．00
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ほ
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織
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１

－
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中
上
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上
中
上

成
江
ｎ
ｍ
亙
璽
巴

１
１
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銀
碑
銅
“
“
“
“

調
３
５
２
６
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７
句

胸
１

｜

｜
稜
較
８
８
２
７
８
４

●
●
●
参
■
●
●

５
６
２
８
５
０

６
０
５
３
８
９

１
１
．
１

●

材

伊
■
１
１
日
９
８
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｆ
』
凸
■
日
日
Ⅱ
１
０
Ⅱ
Ⅱ
０

本数’
2,60d"|
3，200

3，000

2，330

2，660

2;170
－－－

｡一

上記成鏡に依り大部分のとノキ林はzI選均生長量3m3以

上の生長をなすものと思われる。

第四章御造管用材備林の完至性

I1月和6年鴬備林と平行的に設遜された醤木曾御料林の刺I

宮備林（註､維戦後解消）の面蔽は8,200町歩に及んで居

り、営‘鮴面積3,000町歩は之と比較すれば其の牛にも達

しない程狭いので御造誉用材を安全に供給し得る訂甚だ心

細い。然し3,000町歩以外に筒風致林塵域をも含めて’’0

00町歩程度の猿張を期待し得るので結局､備林の面積は

4,000町歩となり且つ人工林の故を以て其の施業よるしき

を得れば自給自足は左程困難ではなかろう。即ち林齢30乃

至40年で立木の優劣少職が出來るものには御篭誉用材候

補木を迩定し其の樹冠が充分に擬張し得る様間伐を行ふこ

とであって、候補木の本数、隣接木との距離、或は施肥等

考究すべき問題は多盈あるが漸次解決し得るものと思ふ。

林となった植栽地に對しては大材生産の施業に移行せんと

してゐるのであるb然して営備林の如く特種の用材の自給

を目的とし平均直經2尺、平均林齢200年と言ふ大面談の

鐸伐林を期待す-る施業は我國のみならず世界唯一無二のも

のと思われるのであるが、本備林が単に用材の供給の象で

なく、･風致の維持増進、五十鈴川の水源漉養と言ふ祁宮の

宗教活動と密接な關係にあるため、樹下植栽による遥林事

業は極めて遥営な方法であり叉刺宮林が伊勢志摩國立公園

の獺光要素として特別保護地腫に指定される事情からも亦戸

樹下植栽を採用する意義ｶﾐ生じたのである。大正の末、林

學轆威者が耐官林經菅の大方針確立に努力され、30年後の

今日之力種あて適切であることを感謝すると共に此の方針

が永く嚴守せられ200年後には確資に樹鱈醤用材を自給し

林學林業上惣叉國の讃となおことを堅く信じ尚本備林踏成

上各位の樹媛助を御願ひする次第である。

参考文献

1．中村賢一部、岩田利治､樹下植栽｡御翔氷第11錨

2・山内俊枝、樹下植栽に就て、御料林第86號

3・粟野武雄、保護樹下に於けるヒノキの造林に就て、

林學曾淵嬬第16総第9雛

結尾

以上は伊勢祁宮林丙の樹隆替用材備林造成事業に就き醗

往25ヶ年の概要と共に．ヒノキの生長並に今後の施業對錐

の一端を述べたものである。昭和12年頃までは極ゐて順

調に進捗した事業も戦争と維戦後の混胤に職されて植栽地

の手入、撫育が充分に行われず、樹下植栽の峡黙を暴露し

た林地が絹営鵬来たので今や其の補修に努めると共に壯齢

×．×

－（ユ0〕－
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自動鋸に對する再検討
I

、

辻 隆道
f

果になるであらうか、以下少しく此の方面について城討し
て見る。

時間分析と消費エネルギー

普通には功程は時間分析による作業時間と作業量との比
綾に於て決定されるが、これの象では如何なる黙を改善す

べきか仲為明らかにはされないものであり、叉應些にして

勢働者に對しては‘鋳働過重の改善作業方法になる恐れが
ある。この實驍では手挽鋸と自動鋸に於て作業者は同一者
とし、奮験の對象としての條件を同じにする溌同一條件
の地形を選び、樹種､浬級別の本数、立木材種何ｵLも同一
なる試溌林を選定した、手挽鋸使用の場合は其の地方の機
例にならって行い、自動鋸使用の場合は伐倒の蕊を機械に
依り伐倒以外の作業には手挽鋸の場合と同一とした。

森林作業の機械化が叫ばれた徽初に伐木造材作業の機械

化として自動鋸力観はれ國有林に使用されて來たが､其後
色逢の理由により現在では殆ど顧象られなくなり倉庫の片

隅に入れられている事と思ふ､然し一部に&未だ使用され
て居る虚も存し、これ等雨者を比較穣討し研究して行く事

も新しい機械の追及の反面、手持ち機械による竹錐改善の

意味に於て有意義である事と老v、、二三の蜜職結果を發表

し何等かの参考に供したい次第である。

自動鋸については手挽鋸に對し一應の功程比較は全國に

於て数多く行はれた所である、其の結果として、地形急峻

なるため溌用上困猟謎が多い事、自動鋸使用者の機械に對

する不馴なる事、大裡木には使用出來ぬ事等が得られた、

これらの結果の出た原因は機械の方からと功程との雨者よ
り見た結果であって、努働龍嘩的に見た場合は如何なる結

一

要素作業別時間分析表（皐位秒〕

｜計榊難鍵他障箸物
支沸測長 除去
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第2表1石當り要素作業別時間

小計

1

計
１
１

歩行準鍔側働
一
一
鋤

努

緬
正純

合計’小計’ 小計小

勢|難|其他 |伐倒勝|普通測長際
’

－ー一

138.9'11]、

176.2161"

126.9ユ45.

32.7‘

32.81

｜
手挽鑑秒）

自動鋸へ秒）

手挽鋸荏100％とし
たる自側鋸の百分比

176.41 923.3

920.6

99．7

|手挽鋸〈秒）
7781

1237‘2 ’’
268;5

152．2

－－－

作業時間の分析結果は第1表の通りである、表中自動鋸
については蓮韓､鋸先保持､伐倒補助に對し三者が逐次交

－－一一

〔筆者・林業試駒場h業研究室）

一一f(11)-



辻：自動鋸に對する再械討ヘ

代して作業を行ったときの値のzF均値を用いた、両者の比

較のために1石當りの平均時間を示せば第2表及び第1圖

の如くである。自働鋸を使用した場合の全作業時間は手挽

鋸を使用した場合の99.7％で殆んど石當り時間に於ては差

が認められない、，これは前記の如く伐倒のみ自動鋸を使用

したためで、伐倒時間に於ては自動鋸は手挽鋸の64.3％

となって居る、然し次の玉切以下の作業に移る時に磯械調

整の時間即ち自動鋸と手挽鋸の交換、エツヂンの停止、始

動等に多くの時間を使用して居るが之は作業方法、作業組
織の改善により少なくなるものと恩はれる。

時の姿勢で靜かにして居て消菱されるエネルギー量（安静

時代謝）と、努働のために心身を使うのに高まってくるエ

ネルギー量との二つが考へられる、安靜時代謝は人が室腹

状態で心身共に安靜に仰臥している時も生命保持の篤に内

臓の活動その他により一定のエネルギーが消費されて居

る、之を基礎代謝と云ふ、之に食物の揺取により消化器が

活動しており、その上努働時の委勢を保つにエネルギーが

餘分に消費されて居る故安静時代謝は基礎代謝より凡そ20

％位高いのが普通である。

勢働をしている時のｴﾈﾙギー 消喪殿からこの安静時代
謝値を引いた残り、即ち純悴に努働をする篤に必要なエネ

ルギー消費､之は努伽の激しさを表ほす一つの數値になる

が作業條件が同じでも性､年齢､膨賂等により異るのであ
る。

それをこの人の蕊礎代謝値で割り、基礎代謝の何倍に営

るかと云ふ指戯で表はすことになる、之をエネルギー代謝

率といひ勢働の激しさ即ちエネルギー消擬の程度を表催す
指数として用ひられる。

（作業時の總消鐙エネルギー〕
－(安静時の消費ニネルギー〕

エネルギー代融嘩=--基礎代謝のエネルギー
勢働の,代謝エネルギー

＝
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15.5 基礎代謝エネルギー

以上のエネルギー代謝率より第1表、等2表の作業時間

中の消費カロリーを算出すると第3表、第4表、第3間の
如し。

第4表の一石懲り消費カロリーについて見れば伐倒に於

て自動鋸は手挽鋸の55％である。

第2岡消費エネルギー内容＊

自動鋸
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により個人差あり
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熱
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以上は時間分析と作業通との比較であるが斯の如く之等

2着では結果的に方法が誤まれぱ出て来ない事が有る、し

かし勢側科學的に作業者から即ち肉畿の生理的に勢働の湿
度を比較して見ると次の如く庭なる。

この比較にはエネルギー代謝率(勢働強度）によるもの

で、努側をする場合のエネルギー消費は生臘がその努働の

－－

Z
一

1

勢伽エネルギーQ厚則

一〔12）瞳一一
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辻；自動鋸に對する再瞼討
一

第3表要素作業別消識カロリー（単位カロリー〕
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目 動鋸
“pﾘﾆ〕

譜総鵲維た

58.01

32.14

55.40

25.11

23.07

91.88

99.38

70.30

70.74

8．30

6．56

79.04

3.36

0.14

4.20

130.48

105.12

80．56

純正勢働全臘から見て79％で準鍔働に於ては78％であ
作業方法

る､'時間分析の結果から見ると126.9％であるが､消費カ

ロリーの面からは78％で作業者が自動鋸使用の場合には自動鋸は手挽鋸に比して鋸識速度は'0億〔'〕も速いが、
仙錐に魁力的な餘裕を持って居ることが判る、即ち功程の 此の様な機械力零入される伐木鎧材作業では從來の手挽鋸

上睡に於ては表はれて來なかった事分錬4表に明らかにさと同じ作業方法では功程が上らないのは騨綜認めるところ
れて居るが、この結果から取上〈・べき問題として次の2つ であらう。自動鋸には自動鋸としての作業方法が考へらる

が老へられる、それは功程を上げ得る作業方法を考へるこべきである、この實験では人員と自動鋸の組合登が功程に

とと、自動鋸使用勢務者の教育である、後者については山及ぼす影饗鋤p何に太であるかを知るために次の方法で賓

林勢務者の中齋壯年者は戦時中に軍隊にて大なり小なり機験を行った、即ち5人組、6人組、7人組、8人組の各組

械を使用して來た者が多く、この激育は解決出來やすい間を作り､自動鋸’蕊を各組が使用する､從って2人は常に自

題ではなからうか。動鋸を蓮鱒し､他の組員は自動鋸にては出来ない作業､或

第5表作業別1人鴬り憧働時間及作業能率表

一

’

鶚 癖

簔
Xn3石

19.03966.6

21．99679．1

22.41279.7

21.78975.5

1入営り作業時間（秒）

FE切枝梯剥皮測長移動障箸物，､其他除去

鑿雲蕃
36251202‘”6』9
406025031242615

263515423

190216186

立
一
錘
一
本
釦
詔
銅
”

蝿
蝿
蝿
蝿

６
８
７
５

鋤
識
識
郷 蕊’

は不利なる作業を行ふ悩伐倒木は杉､櫓の鐙林木で胸高直径

116cm～59cmである、試職成績は第5表の如くである。

この表に明らかなる如く、･組により最低1人1時間鴬b

)－

－

（1）磯械ｲI稲報、創刊蹄、

小山桶、浅野獅裕、

自動鋸による森林伐採の功程

一・〔13

手
挽
鋸

』
●

甲、

乙
丙

合計

純正鍔働

伐倒|玉切
７
４
８
９

３
９
２
５

●
”
■
■
●

0

4

4

9

●
Ｕ
ｇ
ｄ

651

２
６
９

４
３
２

５
４
６1

枝沸|小計

’
’

161.28

105.05

192.44

456.77

1077.69

,156.40

758.20

2792.29

準
一一一

測長｜除去

努働｜歩行

伽|機|其仙|小計|砺蒔
由一一－ーの■

普通 小計

39．42

12．81

42．22

94．451

一
一
一
一

！

蟹::職
27.83355.48

一
一
一
一

123.97

246.18

130.17

518.32

123.9758.61

264.18,52.30
130.148.20

職15]8．3

非努働

休憩
合計

1707.13

1334.98

1083.59

3825.70

自
動
鋸

●

甲
乙
丙
調

493．46

257．28

136．01

886．75

I屋
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辻：自動鋸に對する再稔討

第3圖

手枕鋸
（1℃O） 盲動鋸
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奨他
'0．8

/爵;’
8雛

伐

参夢 殿綾身
■

伐
8．9

6.0 伐倒時
秒勤

渦.o
ロ

薪侵‘｡、農6．斗長6御
倒

24．6

、
ノ

ﾛ
ﾛず

い 24．6
44．6

侭
薪
＝

三
知１

三 技
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柳
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巾

一

I

、、

凸

得る様になることが大切で、それには勢賓共に協力して行

かなけれぽならなV,と思はれる、（2）機賊を典へた人は常

に機賊の使用状況を見、色盈と作業方法の改善研究を行う

事が大切でその研究資験中は、生産量は積下廻るかも知れ

ないが研究成果によって生産の増加を圃るべきである、叉

一方磯械の製作者は上記の考察に副って良く穂討し機械の

改良を計れば山林用として優秀な磯械が生れるのではない

だらう．か､最後に此の賓験は雨者共溌時釜淵分場勤務の宮

川技官及び本場勤務の秋保技官の協力を得て行ったもので

拙文に對しての責任は筆者にある事を記す。

1.99石より最高2．78石で其の間には］､4倍近い作業量

の開きがある。・

季挽鋸と自動鋸との功程の比較に於て富士産蕊2>では1

人日に約1.6倍といふ数字を出して居るが、これも作業員

6名.1組として自動鋸3蕊使用した場合であり、我為と殆

んど同じ實験結果が偶ている。

以上簡軍ではあるがわれわれの行った賓翰結果から所見

を述べれぼ､駿械化は(1)機械を使用する者の馴れ、即ち

1日も早く機賊に使ばれ湯のではなく、溌械を自由に使い

L

〔註2）前出

《
函日本林業技術協曾・創立三十周年記念出版

民有林業總寶
⑮5畷組欝，畷欝鰯擶.函入
｜書が國民育罐を_慨して職に分析し叉縦に臓各榔府縣毎
◇長騨尉蝋難磯購繼蕊蝋蜜駕
少くとも民有林業こ開しては雛威ある最大の集織である。
〔内容〕第4編森林資源と民有林業(國土利用、森林識
源､林野利用形態、鑑林、防災、保喪林、民有林の經
誉，所有形態、助鴎治山、防災､指蚤撫曽）
第2編､各論(各都道府縣毎に）－自然原況､人口事
情､林野の分布、地方林業の特殊性、鐙林、治山、防
災､保安林、經誉計聲、木材の生産需給、薪淡、特産
物、林産物利用形態、種苗、林這、保謹、林産物の検
査他産業との關連､地方税、其他

本林‘業技術協會

林業解読

．（合本）

第4巻（第31號~40號）

B6-400頁･定慨350'm

擬雫壜嶬
木材腐朽
いわなとやまめ
新森林法と民有林
なら材の在り方
挫林ものがたり
蓄積と成長没の測り方
森林と土壌侵蝕

原田泰

鮮鵜蟹太郎

蕊
細井
今西
島田
加留部善次

關鶴零＃
今田敬一

就團法人。日

ｌ
内
容
Ｉ

－〔1炎〕－

〃
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松喰虫の新蕊K｡P"

中野博正

二K°P潮とわ

K・r剤は松の樹皮を謬透して樹皮下の害虫を殺虫出來

る溌透剤の1種で、診透性のあるケロシン1rerogeneと殺

虫力のあるr.c,rとを特殊な加工製遥方法に依つぎ庭理
したものであるbこの製迩方法わ山口値太郎氏他2名の名

蕊で專斑特許出願中であり、昭和26年8月15日付特願昭
26-10612號で受理されて居る。

殺虫剤としてのKP割は接鯛刻の’種に鰯し、松皮を謬

透する黙わ願蒸割に似て居るが、懐蒸割と異なり液鎧のま

ま害虫の皮虐や環節間膜を透過し､祁經系統を侵犯する。
K･P割わ用途に從って3種に価溺Iして居るが、將來わ

藥侭並びに石営りの虚理蜜を輕減する意味で整理を加え、

2種又わ1種に統合し度いと考えて居る。3種のKP割に

わ次の様に命名した。

零割堂}鯵銅
〃 B剥皮後の虚理用剛

A1･･･謬透性最も過く、遥材の厚皮部叉わ伐根等に使用す

る｡蒸發が早いので夏季炎天下の庭理にわ謬透力を減ず
る炊黙がある。主剤としてケロシン（白燈油）を用いて

居り、藥償わ石営り70圓見富｡

Ag･･･鯵透性わA1に比して可成劣り、篭材の薄皮部叉は

枝條等を虚理するのに使われる。蒸發が悪い爲長時間經

過後にはA1に劣らない謬透力を示めす。藥憤は可成安

慨である。

B･.､鯵透性は全くなﾙ､が､從来の慣習上厚皮部を剥皮する

場合、こぼれ落ちる成虫や蝿等の殺虫に用いれば敷果的

である｡藥償わ極めて筆,く、叉原液を水で'0倍に稀薄
して使用出来る。

被害木の虚理に當ってほどの種のK･P割を適用するか

を定ある必要がある。

fSKP割の名稲わケ戸ジンXerogeneの〃Kﾉ'とペソタ

ク画一ル．フェノール:pentaChlorphenol(P.(>.P)の"rﾉ’

を採り筆者が命名したの電ある。今日松喰虫の鯵透割と言

えばこの'IKPXII'を指説

三渥透性と松皮

一蒲
一
一
戸

剥皮澆即法に代る謬溌謬珊については､.既に,j林麹術ﾉ’

第113號に述べたが、トリクロール・ペンゼン皿riCblor-

ben"neを主濟Iとするこの製鋼はその後撮も期待して居た

I､リクロール・ベンゼンそのものの村論見込承を失い、三

へ共製薬曾斌側も特許出願を断念したので、試験用藥割も領
かず、結局筆者の研究も一時頓挫してしまった。

その後筆者力塙島分場へ韓勤となり、韓勤早為方針を立

直し、山口農薬産業株式曾牡･社長・山口恒太郎氏の好意

で本年7月よりペンタクロール。フエノー･ルPentilC1,1or-

phenol(|略してP.C.P)を入手し、之をトリクロール。ベ

ンゼンに置き替えてK･P剤の名の下に室内試験に蒲手し‘

た。このK・P割わ前回のものより更に磯秀な見透しを得

たので勇躍野外試験に乘り､出す言霞を立て､岡山醤林署の

協力を得て操山國有林を借用､野外試験を行い充分その奴
果が期待出來ることを雌かめ得だのである。次いで9月5．

6雨日岡山縣赤磐郡瀬戸町大字光明谷に於いて岡山縣林務

部長・野澤徳郎氏、岡山瞥林署長・玉木康士氏､赤磐地方

事務所長･簿下猛轄關係者30名の立會の下に現地公開

試験を行い､識化の確信を掴んだので愈桐山縣を皮切
りに本絡的に溌用化す司る運びとなった，

この機會に筆者わ試験の成果と知見の一端をまとめ、謬

一遥剤に依る虚理事業の今後の健全な發逵の爲にいさ典か指
針と致し度いと考え、研究の未熟をもかえり見ず敢えてこ

の一文を草したのである。

本研究は上司の深い御理解に依り、叉各方面の絶大な御

支撰に依って短日月に溌期以上の成果を羅げることが出來

たもので、之等の各位に對してば衷心より厚く御禮申上げ

，る･取りわけ次の方々には一方ならぬ御II職になった。列

記して感謝の意を表し度い。

野澤・岡山縣林務部長、玉木・岡山誉林署長、宮崎・赫

戸誉林署長、津下・赤磐地方事務所長、健谷博士、熊澤誠

嬢氏、黒澤・岡山縣林産課長、植月技師、脊山技師、香山

技師、濱田・赤磐山林課長、岡田・岡山鐵林袈經螢課長、

瀧上･赫戸誉林署經瞥課長､塘原技官､宮本技官、上野技

官、山口恒太郎氏。

KP割に渥透性をI鵬鼬する油溶性割わ種々あるが、白燈嘩者・林業試繊場潤島分場）

－〔15）－
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中 野：掻喰虫の新薬KoP割
I

油･聴油｡パィンオイルの3種についてその謬透度を測定し

た結果は第1表の通りである。

この試鹸に依れば白隙油力撮も優れ、パインオイルと輕

油は大差ない。

第1表

に重鼎i的に滴下撒布する

と、その謬透の範幽わ例

えば第4圏の嫌に麹膠の

不規則な状態に渉透し

た。更に液量を倍加する

とこの範園わ逐次砿がっ

て遂にわ形成屑部に完全

に謬透してしまう。

渉
透

－

､袖’|砿､超’
41．7士1．4

簾3園U､S.Aでわ1zI坊災
當り4オンス(1000cm9

雷り126cc)撒布して居るが、筆者の割目撒布法でわ1000

cm呂當り40～60ccで完奎に灌錘し、當然の事でわあるが、

〔註）測定法わ管瓶(20mm×90mm)10本にそれぞれ
20メッシュ筋を通した松皮の鋸屑をふるい込承､供試
Zl0.5Ccを滴下する。－定時間露過後に溌透部分の長
．さを測定L渓|蚤均した。この測定法わ筆者が特に考案し
たもので､この試瞼に依って謬透完了までに72~I981時
間を要することが判った。

松皮の構造わ厚皮部で獺察すると第’圖に見る綴に層状

の皮質を幾重にも重ね､劉目の底部でわ比較的輝皮であ

る。KP剤の謬透わ皮質も勿論通すが、むしろ皮の層をな

じた間隙に沼うて溌透するので第2圖の厳になり、表面に

劉目の間隔の厳い

もの程液鑓を多量

に必要とする事が

測った。厚皮部で

わ通常剥皮して

KPXIBを撒布す

る方が無難である

が、已むを得ず剥

皮せずに行うにわ

以上の理由並びに

剖職から劉目え特

殊なノーズル〔第

ノース'､ル

一

附論した液わ表

方から大半蒸發

する。從って形

成層にわ殆んど

溌透せず殺銀敷

果も餘り期待出

来ない。

錐者わ特殊な

ノーズルを考案

して劉目え重黙

え
撒
布第4圏

〔第5闘〕 で重職的に織布しなければならな

い。

錐者わ割目撒布法に依った

場合、正規の撒布魁で60～

100％の殺鐙率を得て居る。

木毛・ウスイタ等の工場で繰至
わ飽創儀械えかける直前まで

皮付にして置かなければなら

ないが、この皮付堀等わ側目

撒布法に依って適期に虚理し

ていた鱒く事を御奨めした

第1図

的に撒布する所謂'劇目撒布法ﾉ！

と第3間の様に表面の藻
蒸發も少く、割目にた発

を試験したが、之に依る

謬
透
蒸
発

まったKP剤わ逐次形

成厨部え鯵錘して行

く。こつ割目撒布に依

って謬透がどんな風に

進行するかを知る篤に

約1“のK･I"lを劉目

い◎

四殺虫。殺菌力

裸蝋に對するKP剤の殺過敷果わ極めて強く、松喰撤の第2図

第2表

マツノシラ率シゾウムシ｜マツ'ﾄビｨﾛヵﾐ雫，
備 考

一

幼錘｜鋪｜成患｜幼錘｜成鐙｜

鶚"芸1"-:1罰．‘薑1
～

最大~最小

平均

1%KP"IA2

5個篭
I

一〔16〕－

98時I 46.2±1．84

パイン・
オイル



中野；掻喰虫の新薬K･P劃

丙でも各種薬剤に對し､て最も憩いと言われるマツノシラホ

シゾウムシCryptorrhynChllSinSidioS"Rodo".及びマツ

ノトピイロカミキリMoChamuS"SSerU]aWhiteの雨種に

ついて行った結果わ第､2表の通りである。

成患わ一般に極あて弱く、薬液の附着と同時にケイレン

を初め、蓬にわ脚を内側え折り曲げて死ぬ。

水割に依って殺鐘された銀禮わ極慶に縮小するが、燈の
●

縮小を健全なものに比較すると第3表の謙である。この現

象わトリクロー”・ペンゼン又わオルソ・ディクロール・・

ベンゾールを使用した時にも見られたが、K･P割に於い

て特に顯著である。

第3表わKP"A'を使用した時の測定値であるが｡KP

潮Bに於いても略盈同牒の傾向が見られて居る。

剥皮焼却法でわ往盈にして成識や蝿が地表上に落ちるか

ら、皮を焼いただけでわ殺耀效果わ梁らない。地表え落ち

第4表

第3表

土凶土

|婁駕に:|劃姜辮鶴鴛
た成蟻わ逃げ、踊わ1遁間も經過すれば成姦となって現化

する。

錐者わ画》

噴霧し、その

"IB(10倍液）を50cmの距離から約2秒間

た。之に依ると鼻薄髄布その後の羽化の棋穰を調べた。

題でわ9L%が羽化したが、撒布唾でわ1%掘化しただけ､で

あった。この事から推論すれば剥皮現場の地表えKP"IB

を撒布して置けば、上購的完全に駆除脳来るものと考えら

れる。

溌~達|獅卵|調謹圖｡|測嘩|剛｜”’零「術 考

Ⅱ

I

KP-B

無撒布

100

100

9月4日

〃

9月10日

〃

１
１９

９
９

９ 1％

91％

KP"B(10倍液)50cmの

距離から2秒間スプレイ
’

れわP｡c･Pの溶解が可成長時間を要する事を示唆するも

のと思う。

樹皮下､錘に對ｻー る殺蝿率わ謬遥に依って著しく左右さ

れ、0～100％の開きを生ずる事も稀でわない。厚皮部で割

目撒布法に從つた場合第5表の結果を得た動

稀澤奉の0.1～1.0％の10通りのK･P"A2について調

合直後試験した所､1.0％割でわ100％の殺識率を得たが、

0.5%剛で60％､0.8%割で80％と言う嚴に極めて不規則

な成績であった。調合後約1ケ月獅置した同割を試験した

所、0.1～1.0％の何れでも100％の殺驫率をおさめた。こ

第5表

房詞
K･P-A1

･K･P-Az
<パイン・オイル）
K･野一A,,

(輕油）

幼 愚 鋪
一
死
一
狸
６
９

患成
昼

死’
3

6

12

生’ 率l生’ ’ 生｜死’
｜
皿

率

9

一

一’

０
０
０

100

100

100

０
９
６

0

一

一

一
一

第6表
繊度銀と共に松に寄生して松を急速に桔死させる青鍵菌

即ちセラトストメラ・イプス及びセラトストヌラ・ピニー

の雨種わ各種K･P剰に依って完全に殺菌される。

筒シラホシゾウムシ成錨のK･P割に對す為嫌忌性わ可

成弧く、室閣に於ける測定結果わ第6表の通りである。

五K.P湖撒布の手順

1.K.P藥測・噴霧器等の整備

薬剤わ岡山市山崎町65山口農薬産業株式會祗丙、日本

K,P販賓株式働祗創立事務所に於いて取扱って居るから

一一

・｜“･醇一“＊個禮別

1十

2十十

3十十一

4IJIM冊冊‘＝

5‘廿廿6

綜合判定｜廿｜‐
,註+1MI@嫌忌狸度一反雁なし
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中 野：祇喰虫の新藥K･P割

3．玉切りと集材・

伐倒したまLで撒布出来ない事もないが､取扱い上不便

だから、利用出來る長さ例えば7尺に玉切り、枝條・造材

等わ伐根の周邊に集めて髄く。（第6岡）

4.K．P剤A盤を撒布するにオプ枝條を瀧皮造材の上に覆

いかけ、1本宛まくりながら撒布し、同時に薄皮造材をも

虚理する様にすると液量を節減出来る。

5．厚皮遥材を剥皮しない時にわ、伐根虚理と同時

にK.PXIA1を割目撒布法に依って撒布する。

6．厚皮部を剥皮する時わK･翌測Bを準嚇し、剥皮し

つL伐根の周邊に皮を落としB割を輕く噴霧する。

7．以上の要領で被害木毎に薬剤虚理をしつL移動す

る。
〃

六K.P割の現地公開調嚴

、9月5.6雨日、岡山縣赤磐郡瀬戸町大字光明谷の松喰鐙

被害地に於いてK･P劃の現地公開試験が行われた。當日

の出席者わ野澤林務部長･･玉木管林署長等30名､天候晴・

日中温40｡C(5日)､.50｡C(6日、。

5日にわK･P"A,及びA2を使用して撒布量・撒布時

間等諸元の測定を行い、6日午前、筆者よりK･P割に關

表

K･P郷の種類別に所要数段を御申込み願い度い。蕊償を

輕減するため容器わ返還していた鱒く事になって居るから

別に小分け用石油罐を準備する事。

噴霧器わ全自側背負式、5升入鐡板製のK･P割專用品

を製作中であるから成る可く利用される様御奨めする。但

し從來の噴霧器でもノーズルさえ取り替えれば充分に間に

合うが､使用後石鹸水でよく洗って置く事。
2．被害木の伐倒

藥剛撒布に先立って被害木を伐倒する。

第6圏
K･p"IA1

御
蟻
ｐK･

IIA2

第7

塗一|繍 要
識’

鳥諒黒噌
｜劫 師． 成

’ ’ 生｜死｜率 生｜死’生
－
５
狸
８
７
８
０
５

１

準
一
、
鍵
和
０
０
０
０

５
０
９
１

率死
一
狸
６
５
０
８
９
５

１
１
５
４

ー

加
鎚
ね
″
妬
加
〃
１

割
〃
〃
表
割
〃
表

8mm

:’
18

30

17

3

4 6

一
一
一
争
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

60

一
一
一
一
一
一
一

’

夕

蜘
割
害蝿名マツノシラホシゾウムシ

…劉目撒布法に依る表･･…･表面撒布法に依る摘要欄中の数字（四m箪位）わ樹皮の厚味
第’8表

’ i
｜成 銀’幼

一
生

撤

死｜率

卿

|'澗嬢
一

生｜死｜率｜生｜死｜率

I即
蝸
泥
妬
加
″
〃

１

60

100

100

100

100

100

100

７
０
０
０
０
０
０

１
７
７
０
６
０
０

１
０
６
０
０

１
１
１

gl15mm

〃19

表17

割19

表2．5

〃〃

〃〃

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

６

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一’

(註）害鍛名マツノ1,ピイロカミキリ
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中野：松喰虫の新薬K･r割

第9表

訂幼
繍饗’

患銀

一
率
一
一
血
０
躯
一

一

ｌ
踊
死
一
一
７
０
弱
一

’
一

一
生
一
一
０
３
３
－

１

成

生｜死｜率 生｜死｜率

’訓
妬
泥
〃
妬
〃
〃
卿
〃
｜
駒

ｍ、３
２
７
５
２
２
５
７
３

１
．
１
２

表
〃
〃
〃
割
表
〃
劉
表

４
０
０
－
３
０
０
，
一

＆

８
６
虹
一
型
如
鎚
５
－

５
２

師
伽
叩
一
鎚
伽
伽
弘
一
‐

１
１
１
１

－
０
－
卯
一
和
一
一
一

２

－
６
－
０
－
卯
一
一
一

＃
１

－
０
－
叩
一
的
一
・
一
一

１

ーﾛーロー

’
ー

31

－

50

ー

62

筈銀名キイロコキクイムシ
.一

する概略の説明を行い､午後現地に赴き撒布要領を示めし‘

た後､前日撒布した材の剥皮を行い殺識状況を調査した。

鯵って赤磐地方事務所階上會議室に於いてK･P劃に關す

る各方面の意見を聴く會を催した。

公開試験の成績わ次の襟であった｡(第7夷第8表､第

9表）

太公開試鹸から知り得た事わ薬剤を丁寧に撒布すれば勿

論殺鋤效果も100％に期待出來るが､之でわ作業能率が翠

第10表

がらない許りでなく、藥匿も嵩むので、今後わどの程度の

撒布鐙で差悶えないか、その限界を明らかにす-る必要があ

ると言うことである。公開試験に於ける撒布所要時間・撒

布量わ第10表の通りであったが、第3回目の石営b撒布

量0.7ﾁI程度でも薄皮部・厚皮部共或程度の殺鍛敷果を琴

げて居るから、更に量を減じた場合について研究すべきで

あらうと考えて居る。概して今回の試験でわ多鐙に撒布し
た憾がある嫌に思われる。

－

回及び對象 |織鴨|翻需’’

1

石懲り
撒布時間
（時） ’

1

’

石懲り
撒布量
’升）

撒布時間
（分）

摘 要
－

Ｆ
ｂ
６
ｒ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
ト
ー
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■

▲
１

I

’
造

I
枝

聰
鎧

、
枝

詔
四
一
列
認

誕
鵡
一
別
蝿

平均石當り撒蔽量1.4升

〃撒布時間鋤19分

枝條13分

エの枝條わ束のまム撒布
した。

Iにわクロマツ1本を含

むため枝條没が多くな

って居る。

材
條
一
材
條

1．05 2.3

1.6

1.2

1.4

誌
唖
一
皿
悲一

131．21．608

141．69

0.7

1.0

材
條

撒布所要時間わ石堂り8分位を基準とするが、本試鐵でる。

わ平均'9分を費して居る｡その主な原因わ噴霧器の整備公開試識の結果から計算した經費の配分わ概算的に言つ
が悪く、2人掛りで撒布した事、ノーズルの調整が不充分て次の様である。

で理想通り薬剤が出て居なかった事等が羅げられると思う45図‘…．．…･幹材．

｜‘'，．10圓…････････伐根f

七經養の検討
60圓・……．,…枝條

現在松喰鐡防除事業の經費わ1石庭理に170回、剥皮焼從來85画で虚理出来で居たものが、K･P測虚理だと

却にその半分を喪すと見鮫して85画の國庫補助を計±し115圓につくので、30圓高い計算となる。

で居るのである。85圓の丙、幹材・伐根・樹康等に對する然し石懲りの枝條量わ粗朶10把以上であるから､･1把

補助の歩合わ縣に依って多少粗遠わあるが、図上してわ一の侭格が3画であればもともと蓮りだと言う結論になる。

應幹材及び伐根虚理各鳧25圓､枝條虚理35図となって居粗朶の侭緒わ勿論市場え出れば噸一定した相場があるわけ

る。岡山縣でわ幹材35圓他を25圓宛の計郷に見積って居だが、山でわその位置に依って婆動が激しいから一概に言

卜 －〔19〕－



中野§松喰虫の新種K.P"

殺草性があり，j笹根椎し〃としても有望なものであるらし

く目下橡討中歪ある。撒布した附近の雑草力端れろのでマ

ツタケに悪影響わないかとの質問にも接して居るが、之に

ついてわ現在尚試験中であって、何れ明確な解答をしたい

と考えて居る。

この一家が松喰錘の新薬KoP割の外貌を知る何等かの

よりどころともなれば筆着望外の喜びであ湯。

〔附記〕前回記事の末尾に三共製薬野洲川工場宛御問合

せ下さる嫌御願いしたが､前述した經緯から同工場でわ

現在松喰録の謬透剤腫關して何等取扱って居ない。筆者

の不行届きから大鍵御迷惑を御掛けした頚を御詫び傍埼

改めて御問合せ一切わ下記え御願いする。

岡山縣上這郡高島職段原林業試職場高島分場中野技官
叉わ

岡山市山崎町65山口農薬産業株式曾賦丙日本K･P

販壷株式會吐創立事務所

えない。

八注意事項

‘ﾉ林業佼卿'第113鑑にも既に述べたが、その後の問合

せ等から氣の附いた黙を再録して御注意申上げ度いo

1．生墓杢にわ絶對使わないこと。

2．鯉製迭と同時に礎施しない事。

3．冬季の腿理作業で採暖用の星皇旦の近､くえ藥湖の容
器をおかぬ事。

九結言

本來K･P剤わ枝條･伐根の穰に剥皮虚理の困難なものに

對して使われる可きもので、剥皮焼却法に釜<とって替る

ものでわない。從って山火事の危険謀ある檬な時期に採算

のとれる地方ならば試用されてその眞債を把握され、松喰

鐙防除の一手段に選ぶことも出來るであらう。間本剤にわ

《
一

古 書斡旋一…ー

i○下記は會員・其他の委託品債緒で、御註文に對し木曾は謹料の外斡旋手数料として其の1割を申受けます。
円

禰井英一郎日本の氣候肥14:)200三好東一曹達木材パルプ製造の改善に就て
山林局太州･四國・九州山岳地方氣候表(昭2）120山林局幾林第一読窯の手引き（昭17）
平田徳太郎森林と水源酒養（昭9)100〃桐に關する調査（昭7)
平田・水谷，森林と河川（昭18）200北川魏桐造林法附南部桐（大11）
河田悉森林生態學〔昭4）250山林局牧野の草生改良（昭1の
藤島信太郎渡用間伐法(大7）100日木馬事會最近の牧野改良試験の二三に就て
島本貞哉澤代林(昭10〕250山口縣山林會下戻林野記念録
青森管林局林木の鍵異p品種並品種改良(昭9）25o宮下保雄北米合衆國の林業(大15）
秋田誉林局杉一年生造林に就て（昭の50日本評諭吐現代産業叢書1.農業職業編
山林局‘錯林用種子の取扱に就て（昭9）120（薗部・林業.b其他)<昭3)

200〃現代法學全集6.

,'蔦繍：蕊鵠繍繋鑑嬢‘0，瞳認森赫法.薬他)《鵬3）
I吉田正男植栽林の林木構成状態に關する東京管林屋東京木材市場の統計(昭8）

統計的研究第1報（昭4）400山林局國有林生産力調査（昭13）
秋田掻林局徴内天然生林の施業に就て（大15）200〃國有林野初期植伐編入蛍

'片山茂樹瑞西の林業とKontro]】皿ethode(昭5)150總括表(昭6~12X昭15~17)
’〃融通性作業級の研究（昭8）〃120林業寳態調査報告娠島縣双紫

|清野要相關盈係解析法（昭7)250"11丙赫製淡業調査)､（昭24)
’熊本誉林局所謂等面積法に依る齢級法並に 木暮理太郎山の憶ひ出〔上・下）〔昭16）

國有林の收穫保綾に就て（昭8）15O上原敬二造園學汎論（大13）
|東京管林局恒綾林思想（昭2）250宮崎榊植物生態嶌眞の研先（昭11）
|山林局濁逸に於ける鑿伐作業論の沼革〔昭16）180牧野富太郎原色野外植物圖譜(上･下X昭16ノ
|鈴木茂次林業計算學<下>(昭21)700村越三千男内外植物原色大圖鑑
|新島善直日本森林保護學〔上･下〕（明45）450〃日本植勅大圖譜
’山林局防風林〔昭10）120O川村清一原色版日本菌類圖鑑

〃 森林の治水並水源酒義機能（昭8)120渡邊頑涛日本樹木害虫總目録（昭12)
〃生態學飴に見たろ砂丘造林（昭7）150束京誉林局林業試験基礎調査用標準色名(昭18）
上村勝爾．森林利用學〔上中下)揃(卿2）2000〃林業試溌報告第1説
|山林局ベニヤ板に開す調査(昭11)300LoreyWRPpsWaldundHolz､2M(1931)
i關谷文彦樹木の外科手術（昭12）380乃例terdenTimber(1908)

。

円
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面
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'

00,=qooSO士へ/ks2-q2sinze…...…………･･･(1)

叉P1=2001coSe-q……･……………..…….…･･(2)

が同織に掴によって明らかであるから62)式に(1)式を代

入ぅー れぱ

.P2+2"(1-2coS20)+q2-4曲周20ks2=0･･･…(3)

一

暗
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P1或はBI=qcos20士2coSm/ks2-qZsin2e...……(4)
2ks

R,=0と置けばyｴー ｦーー･…･･…………･･･…(5)

故に鉛直面に働く睡力零までの深さylは8の輝側何に拘

らず一定であって、地表面よりy1までは張力が作用する

ことLなる。

叉(3)式は二次式であるから鏑菖面に對子る士睡を直識と

楕圓に分IIW-れぼ、

P1或は理=7ycogO(CoS2O-sin2の

地蓮面はペターソ･ソ､フルテイン等圓形蓮面説によって、

圓形との假定の下に種鋳の場合の地蓮織機が研究されて來

たｶﾐ､安藏博士は新に、迂面は平面部と二つの曲面部から

成立する所謂平面蓮面読を發表された。

野坂工學士の寒天を使用した莚面資溌報告によっても或

は筆者の漠い燈験からしても、平面蓮面識の方が最も質際

に近い結果が表われると思い、叉地迄防止工事蜜施上参考

となり得ると考えたので、敢て不得手な数字を羅列して私

見を蕊表してお批判を乞い矛盾の黙は各位のお教示によっ

て補正したいと念願唯ている。

所調綏傾斜地の地蓮面は多くの場合粘土叉は多くの粘土

を含有する地層より成り内部摩擦力の作用はネグリジプル

で、むしろ純伴粘土として取扱った方が霞際に近い結果が

生れると考えたので、以下の計算には内部摩擦角は省略す

ることLした。

そこでモールの腫力圖示法に従って垂直懸力を機軸に、

剪断懸力を縦軸にとって應力を圖示すれば第1圖の如くな

為。

一

線直

:t2coS8h/ks鱒一認γy"coS28Sin20

構図

とれを用いて鉛直面に野する土睡の模檬の概況を闘示す

れば第2圏の蓮りである。

－淫"｡eﾉ、乳 些逵型坐剴

｜
y

l

雪寺
立“”

字
一

室 塞菫菫睾雪
鬘三三三簔夛Y

A

‘＝‐‐言＝－

F証魂厩嗣雨冒馴一
鐙勤迂●場合

ー

~TgW耐廊冒5滴1－

="臼鐵f場合辮旦図
｡識:唱超轄掛

〆一？

第3岡は地賓繭の場合で、y=0となるからQとOと

合致し、01圓とO盟圃とはC軸の南側に相接ﾘー る。

從ってOBに封する應力は張力となる。

～

･1/f ｛0J
一

cユ

r･,

｜、。
V

／

ー

莞ノ函

こ上にk$は土の抗剪湿度、γは土の単位重堂、yは鉛

直鐵面に側く土匪Pの表面よりの深さ、0は地表面の傾斜

角で､Pと共幌をなす鉛直土溌強度は←炉yCOSOである。

今鉛直断面に働くrの値を第1圏の應力圃洪b求むる
には、OP1=P1<主醗土匪)､Q込＝避(受鋤土睡）で求む

る睡力である。

今圃ょ，{鰯…悪言価圃応"｡‘_｡｡典”
が求められるのでこの雨式エリア,を消去すれば、

ー

第3図

第1圖及第3岡におけるAB,CD,線は夫煮主働土黙･

受働土朧によって生ずる地蓮面の方向を示すb

地蓮の原因については未だ明快な解答がない爲に現在ま

で"庭防止工事に決定的方法力瀧ぜられ潅いようである。(錐者・長崎縣農政課）
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前 田：地 雑感一
』

降雨とか融雪水が謬透して作用する外地震によることが

原因とされているようだが、地震は地殻丙深部に起り、原

因が未解決で地霞による山崩或はf陸が科學的に究明され

ない、地上の發生は多くの場合第三紀層であるようで第三

紀暦のような脆弱な地層は地震による影響も大きく、特に

一方が念になったような崖の縁等は一種の自由端をなして

いるので地震動も大きいとされているし地割の最も生じ易

い所である。

かくの如く地層丙部の殿が攪蹴されると地盤安定條件

である内部摩擦角も溌着力も減退するわけで特に粘土層で

′は降水の謬透によって膠質粘土府を生じ綏傾斜でも容易に

厄介な地迂を生子る.ことムなる。

以上は思い付いたま上を發表したが次の機曾に地受二防止

工事の施工方法として最も敷果のあると思う杭打工につい

てまとめて見たいと思っている。

（1951.9.17）

即ち低温により先づ細胞間隙内の水分力泳結すると、原

形質の透水作用により細胞内の細胞液や更に原形質に含ま

れる水分まで細胞膜外に浸磯して又こ＃'1が氷結すると言う

ことを繰り返すたあに原形質の水分は峡乏し淡度が濃くな

り原形質丙の物萱に菱化力遥b、原形質の分子撫豊勤鍵化

し、その活動を阻害する結果生活力を失い、その部分の細

胞力誕減する｡､死滅した細胞ば愛色して次第に黒味を帯び

て來るが、この被害は木化した部分にまでは及ぱ厳いもの

である。叉凍害､霜害による被害は、幼枝葉､頂芽等柔軟

な組織から癒る部分を除き、比較的弧靱准細織からなる部

分及び樹液の含有量の少0,部分にまでは及ばない場合が多

いから御質疑の場合も謹春になると再び蕊部より新芽を出

すものと思われる。熱ご御質疑の場合は、最近植栽された

苗木のようであきが､苗木が生長して霜高以上に生長すれ
ば即ち現在被害を受けている梢頭部が罵高以上に伸長すれ

ば被害は相當輕減される場合が多い。杉原谷村の場合は、

年斗蛸氣温13｡C1月に於ける平均鋪擢。C年降水量1.500

粍程度でないかと想穰されるが地形圏から判断う-ると、相

鴬、標高も高く、杉原川を挾んで山峡地帯をなしており多

期に於ける凍害、霜害は張いのではないかと想像される、

即ち氣温的に油桐栽培適地の限界附遼にあり、殊に傾斜地

の符間窪地は傾剥全部の塞冷な塞氣力壊り被害が控しくな

るから､#臓な場所は餘り適地とは言えません。

唯単に生育するばかりでなく果資の收礎を自的として栽
培する場合は殊に良く稔討しなけれ獄なりません。

現地の賓際を見た上でなければ不適地と鐵定することは

出來ませんが現在被害の部分が梢頭部の一部に限られ、そ

の他の部分の生育は良好である態らぱ冬期蕊萱羊歯等を使

って槍頭部に霜覆を施すと有数であり、叉礎行ば普遥困難

であるが、降霜その他氣温の低下の心配のある晩には、油

桐林丙に於て鋸屑乾草等を燃焼させて、煙を林内になびか

せることにより、相営の效果を收めることが出來主す。

品種としても舟支那種よりも、日本種の方が耐寒性力琴

や扱いから、若し支那種を植えられておるのであれぼ、念

のため、日本種を植換えてみれば、或は相徽の成育をする
かも知れません。

I！ 蕊 羅磐『卜恐一画マーに2審I"!T-三
《
｝

遼慮なく何でも識､て下さL､。夫盈の潅威者に
依頼して明快な回答をして頂きます（編集室〕

(問）兵庫縣多可郡杉原谷村山口吉五郎

最近懲地方にも油桐の奨勵により溌僅か乍ら植えて見ま

したが冬季苗木の頂部が枯死し、翌春再び基部より粥瀞を

出します。不適地と恩ひますが如何でせうか、

(答）林野廃特産篭
御質疑の兵庫縣多可郡杉原谷村に於ける抽桐栽培地の立

地條件や、その他の蕊境及び油桐の品種等が不詳のため適

確な測定は致し難ねますが分縣地聞及び氣象圖等から劉副

して＝罐次の邇り説明致します。

油桐の栽培には、一般に年zIg均氣温14bC以上、’月に

於けるzF均氣温4°C以上であり、且つ冬期の氣温力零下

7°C以下に蓮綴して下らず年降水量1,500粍以上“”麺

鴬していると言われて居り、我國では關東以西の温暖地方

ならば大悩に於て栽培可能地と見てよいようである。

然し局部的には立地條件やその他の環境の如何によって

不適地があることは勿論であり、叉支那種は日本種よ,b幾

分耐寒性力轆いようであるが、大鎧同一と考えて差支えな

い。油桐は元來土地に對する適應力が張く石灰質土壌及び

過潟地以外のところならば日照さえ充分であれば生育する

ことが出来叉降水途についても相當の適應力を有しておる

ようであるから、ここでは氣温との開係涯ついてのみ説明

致します。

低温による植物組織の生育阻篝及び賎壌郡ちま害には凍

害と霜害の二つが考えられ被害も全木が祐死う-る場合と一

部の組織の機能催止或は破壊する場合力謬る。御質疑の場

合は果して何れによる被害か良く了解出來ないが、何れに

しても網頭部の樹液を多く含承柔軟な糺職からなる部分が

低淵に曾って凍結破壊された被害と認められる。

、
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占部武之冒．
舅：－：

鮠風一過秋晴れの訪れと共に行樂のシーズンが全國的に

繰り擴げられようとしてゐる。秋は何んと云っても山であ
らう。松茸狩り、山野抜跡のハイキング、栗拾いE.T.C.

山に綴のある本誌の識者諸氏は夫盈日舞の面白くもない

事務の暇に親しいグループ･の間で夫盈のう･ランが既に出來

上って居る事と思う。そう云う私も御他聞に洩れず馬肥え

る秋晴の山のプランを、あれこれと頭に描いてゐる次第で

あるが､秋と云へぱ先づ心に浮かぶのは松茸狩である。

探った松茸を早速山で焼いて食べる味は叉淵別である。

元來松茸と云うものは成分を調べて見ても、餘b榮護にな

りそうな代物ではないらしい。澤山食って胃を壊すのがお

ちである。では祇茸力戟舜人間の嗜好性に合致するのは何

'のためか（一寸硬苦しい謂い方だが〕我盈人民の言漿で云

うと（共産難員ではない）松茸がどうして私達に喜ばれる

かと云うと、その風味の黙にある。では風味とは何ぞや？

鼻及び舌の司輔赫經を刺戟して脳の中樫に傳はる心持よい

感じであると定蕊したらどうか。閑話休題、要するに我盈

は松茸の風味を賞味Fﾘー るものである。

ところが､･色舞と料理して、例えば吸物に入れたり、焼

いたり、煮つけたりして食べるが、どうも、その風味が減

退してゐるように感ずる。何んとか、うまく食べる方法は

ないかと山の人に聞いたり自分で燈駁して色燕とやって見

たが矢張り一番良いのは、蝿焼きだと感じた葱一と云う

と山に縁のある諸氏は初めから、そんな事は知り謎してゐ

ると云はれるであらうが－b

山で採りたての機茸を谷の清水か何かで土や塵を落す程

度に洗い（蝋水で洗うと良いとも云はれてゐる）水を切っ

て、柄を上向きにして火にかけ傘の裏糎萬遍なく食麗をす

りつけて柄や傘の中迄､熱が漸く通る程度に、こんがりと

蝿焼きにして、熱､内に､握り飯と共に食べて御蝿なさい。

馬肥える行樂の秋を荏分滿喫する事請合いです。それに灘

の生一本でもあれば億兵我叉何をか云はんやです。早速善

は急げ寅行に移そうではありませんか｡．

． ×××

話はかわるが、林學と云うものはどうしてこんなに無味

乾燥なものだらうか、元來林學は木を對象としてゐるが水

に竹をついだようだと云う諺があるとほり、そんなぎごち

ないものを對象としてゐるのでもわかるが、渡際林學の書

を開いて見ても忽ち睡眠をもようさない物は先づ唯い･こ

(筆者・岡山縣林務部）

の赫學を習い長年これ籏飯を食はせて貰ってゐる私(不勉
強を裏書きし寵ゐるようだが）は今迄よくやって来たもの

だと思う。

大禮林學の學者は難しい事間語を躍使して判らない事ば

かり列べて居られるが、一魁に先生方はもつと判り易く興

味をもって讃める本を書いていた野けないものでせうか。

而し先般鳴り物入りで出版された「私たちの裂淋」を謡ん

だが、これは林學界の一大ヒットだ。これ位、到りよく興

味深い啓蒙書は林躍始って以來だ。中學校向に醤かれてい

るがこれは、林業で飯を食べてゐる私達でさえ篤になる。

その證擦には、普及員試験や經瞥指導員試騒を受けるもの

でもあれを全部知ってゐたら、悠凌パス出來ること諸合で

ある｡叉先般日本評論だったか中谷先生が書かれてゐた｢國

土と洪水」に開するもの等資に良く出來てゐる。導問の方

面でもくだいて書けばあれ位は書ける。林學の先生方にも

こんな啓蒙書をちょいちょい出して貰えば、一般國民の認

識も自ら、林業に集ること請合ひ。宜しくお風､します。

× ××

荒駿林地の復麓の重要性が脆風のたび毎に狸く叫ばれて

ゐるが私の住んでゐる岡山縣の南部玉野市の周遜の山々は

300町歩以上力逢くの禿山で､鍬にすれば恰好の黒松が

ちエろちよる生えて居り花崗岩の地肌は風化してぽろぽろ

になり雨が降れば、風化二邸少を流して10年もすれば玉野市

の小川は、埋没してしまうだらうと云ほれてゐる。愛に國

立公園地籍咽何にもあったものではない。承く・るしい情景

である。これが復稽には》一法切一土留め一砂防植栽一と

憧施すれば、3億の金が居ると云はれてゐる｡.これについ

て素人考えであるが、私の意見を述べて見たい。この對策

としては、先づ何より風化土粒の緊定であると思う。地盤

が固定被覆すればもうしめたもの。この地盤固定にはクズ

（林業人にきらわれてゐる）を大通に植えれば､何んとか

なるのではないかと考える。この事を北部の林業地幣の人

人に話したらクズは地味の良い鹿によく繁茂う‐るのであの

禿山では駄目だとか、もし活蒲しても將來はその根絶に大

骨折で全くその論はおかしなものだと云う人がゐる。

然し私はクズは地味の良い虎ではよく繁茂しその根絶に

多大の努力を蜜やさねばなら廻紘湿，』､ものなら、禿山で

もある程度の活蒲をし生育するのではないかと淡い素人の

希望をいだいてゐる。將來この禿山にクズが繁茂して困る

ようになればもつけの幸ひと思う。そうなれば、地味好縛

の兆である。現在最も多額の經蟹を要する地盤固定は、こ

れに限るような氣がす-る。法切りする大工事も、省略でき

手取り乳‘,の壱はないか。勿論局部的に、傾斜の急なとこ

ろは砂防工事をすべきだが．．.…．。（因みに該地の山は傾斜

は割合緩である）クズを奨勵すると云ったら林業人から叱

られるかも知れないが決して一般林業地帯に（24頁へ）
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東大秩父演奮林のヒノキ・コメツカ・ブナ・シオジ各天

然林の土壌の性質を研究した。

6．開墾による森林土蕊の鍵化（芝本武夫・中島幸雄）

長野縣浅間山麓のカラマツ林とこれに隣接する開墾地と

の土壌の性質の比較を行い、開墾による森林土難の鍵化を

追究した。

、7・千葉縣清澄山のラン科植物（倉田悟）

上總､安房に跨る溝澄山一精のラン科植物の種類を分類

收録し、その地理分布に脇する知見を詳述している。

8．絹皮病の研究（骨樵達次郎）

先づ本邦の暖帯林特にシヒ・カシ類に満害を惹き起す絹

皮病の病徴を遊く､木病害菌力;"cyphellap'ilchr孔に

富てられていたがこれをCytiJia麗菌であると論じ、同

菌の生理に開し知見を補遺したものである。

9．タウヒの白斑性心材腐朽菌晴島清雄）

本州中部高地に於けるクウヒの白斑性心材閥朽を述べ、

この病原菌は北海這に於てエゾマツを害するFomeSjezO-
engigと同一であると断じ、且本菌と類似するカラマツ.の

白斑性心材腐朽菌伽ameteSpiniとの培譲上の諸性質を

比較した。

10･千葉縣演替林産アカシアモリシマの材質(zF弁信二・

北原録一）

箪寧原料樹種であるアカシアモリシマの5年生の材につ

いて材賀試験を實施した成綴を載せた。

11．硬賀繊制賊曲げ試職に於ける荷重鮎・支黙の溜伏の

影響に就て（北原羅一）

我が園の硬質識維板の材料試験規絡を編むための基礎資

料となるやうに蜜施した研究成績である。

12.樹蕊研究所丙湧出の渦泉水の組成

東大樹蕊研究所(静岡縣鴛茂郡)丙に湧出し、熱稽･亜熱

帯､有用樹木の試験栽培を賞施している同所の温室に使用

されている温泉水の組成を示した。

13．演習林氣象報告（目昭和16.年至同20年）

東大演習林(千葉縣・秩父・愛知縣・北海遁）における

10箇所の獺測値を氣象月報として坂纏め掲戯した。

（紹介一一潴熊泰三）

職
「演習林」東京大學農學部附鴎演習林第八説

昭和26年7月

B5判・紙装・ii+215頁・岡28．圖版7

（頒資一日本林業技術協會-一定随300圓遥料30側）

東京大學農學部附闘演脅林刊行の「浪習鉢」は戦後第7

錨が昭和24年6月發行されてから、衝らく振りにこの第

8號が、發行された．内容ば次の13篇よりなっている。

1'、4聴這に於けるスト戸一プマツの鎧林的償値（高橋

延清）

旭川瞥林局見本林のスト画一プマツは我が國で最も古い

遥林例であるが、東大北海蓮演習林には純林混請林合せて

66haのストロープマツ林がある。その古いものは既に40

年生に達しているので箸着ばその生長を調べて同林に於け

る職洲1､ウヒ・カラマツ・トドマツの人工林の生長とを比

較してストロープ々ツが樹高･直座･材穣生長に亘りいづれ

も最も優れていることを紹介した。叉併せて北海道を中心

としストロープマツの人工捲林につき所見をのべている。

2．北海這演習林中央山鐸伐試験地に於ける生長測定經

過（功力六郎）

東大j確這演習林の中央山澤伐試験地（トドマツが蓄積

鐙で60％を占め他は庚葉樹）の16箇年間に亙る定期的生

長測定成績を記述し分析して､20%鐸伐腫と40%撰伐唾と

の生長經過ぞ比較考察した。

3．ヒノキ林の群落組成と日本海要素について（前田砿

三）

北韓35～36度に在る飛騨､裏木曾・木曾・富士･秩父

のヒノキ天然生林の群落組成を調べ、全暦群落としてのヒ

ノキ林に日本海型と太平洋型とがあることを知り､’1群集．

2亜群集・9林床型’23分群集を認めた。及群落組成要素

として日本海要素･太平洋要素･共通要素の類別を行い、

更にヒノキの適合滕件の糠討を行った。

本文中、林床型の研究は北海道を除く我が國の森林の生

態鴎的研究としては類例の乏しい研究である。

4．千葉孫演習林の風雪害に就て〔平田種男・堀田雄次＞

昭和26年2月14～15日に受けた東大千葉縣演脅林の風

雪書を詳述し、これを昭和11年1月の同地方の雨氷被害

(東大演習林報告第27號所報）と比較し、林木の被害防除‘

の柵鮎から考察を加へた。

5．秩父演習林の天然林土壌に就いて（芝本武夫・中島

幸雄）
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（前頁より）する考えは毛頭ない事をことわって置く。

こう云う方法で禿山紙化の第一段階が成功するとすれば

こんな良い事はない。議定工事費の3分の1で出來そう

だ6以上大きな事ばがり列ぺたが融恥かしい話ですが小生

今だこんな研究は、やった事がなく一寸した思いつきだが

いつか暇があったら一度やって見たいと思ってゐる。この

小生の素人考えは案外間遮ってゐるかも知れないが、間違

ってゐたら會員諸兄の樹職導御忠告をお願いしたい。

一〔錘〕一
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艤蕊誕薙I鑿蕊鴬議奎僻）

蕊灌著パルプの話
"60画〒8圓

日本林業技術協會

編集室より

24頁で大分薄くなったことをお詑◇本號は表紙を除いて

年度から隔月刊を月刊にする代りに深算の都

てとするが能う限り頁數を多くすると云う條

の方針に從って今日迄増頁に努めて來たので

の會費の集り具合だとか紙代の値上り等に因

限度のものになったことを一應辮明させて頂

れにしても會費の納入は成る可く早くして頂

て此の機會にお願したい。甚だしいのは昨

未納に厳って居る向きも相犠あって困って届

ら本誌も第三種郵便物の認可を得たので郵遙

節約できる様になったが、内容（例へぼ曾務

びし蓑す。本

合で24頁建

件だった。そ

あるが、最近

り今號が最少

きたい。◇そ

く様に、更め
昭和26年10月5日印刷頒債40圓

昭和26年10月10日發行（溌糾共）

林業技術第''6認

（改題第23號・發行部敷11,300部）

編集發行人松原茂
印刷人水野義男

印刷所三立印刷株式會献

年度の曾費が

る。◇9月か

の經謹が大分

鯛係の記事等）に或る程度の制約を受けることになったこ

･とも御諒承頂きたい。◇近頃間伐のことが大分話題になつ

定居る様である。114號の中村博士の論に對して本號では

油中波慈女氏が｢識みて感あり｣｡次號では叉高林氏が噺

淀な間伐の構想」を發表の諜定。◇斯くの如く本誌は曾員

め自由な論争の壇上でありたい。

〔松原記）

左

祗團法人日本林難術協會

東京都千代田瞳永田町2丁目1番地

電話〔58〕1508番・振替東京60“8番！

發行所

一
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過去二年の經験から生れた

内容の充實と

装頑の改善は

完全に各位の御滿足を得ると思ひます

林業家のポケットに此の一冊がないことは一年間を通じて大きな損失と

な‘るでせう。一般の要望に應じて今年版は型も小さく鉛筆も附けまい2。

即刻御申込みを！

『

■

二＝豫 約募 集こ員ﾆニニニ I

◎豫約特債1冊に付100回(定償120圓）

邊料1刑に付8圓（但し10部以上は遙料不要）

◎豫約申込金1冊に付50回

申込と同時に御挑込願まず。

残額は現品御受領後御沸込み頂きます。

◎豫約申込期日11月20日迄

締切期日を經過した場合はお引受できない場合があります。

◎配本は12月中旬の豫定

頚
債
四
十
図
（
逢
料
共
）
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祗團法人日本林業技術協會
東京都千代田唾永田町二ノー

（振替口座東京60448番）

各職域で成る可く多数とりまとめて御申込下さい

御申込は振替御利用力鎧も簡便で確疫です
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